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厚生労働省医政局看護課 

平 成 ３ ０ 年 １ ２ 月 

平成31年度 看護関係予算案の概要 

（１）特定行為に係る看護師の研修制度の推進 

① 看護師の特定行為に係る研修機関支援事業 一部新規 拡充 

４９２百万円（３４７百万円） 

       特定行為に係る看護師の研修制度の円滑な実施及び特定行為研修を修了した看護師の

確保を図るため、看護師の特定行為研修を実施する研修機関の設置準備に必要な経費や

運営に必要な経費に対する支援を行う。また、特定行為に係る看護師の研修制度の普及

・理解促進や研修受講者の確保を図るため、研修制度に関するシンポジウム開催や研修

受講に関する情報発信に対する支援を行う。 

② 看護師の特定行為に係る指導者育成等事業     ５８百万円（５８百万円） 

       指定研修機関や協力施設において効果的な指導ができるよう、指導者や指導者リーダ

ーの育成研修の実施等に対する支援を行う。 

③ 看護師の特定行為に係る指定研修機関等施設整備事業 ※医療提供体制施設整備交付金１０4億円の内数 

看護師の特定行為に係る指定研修機関等において、研修を実施するためのカンファレ

ンスルームの施設整備やeラーニングを設置するための施設整備、研修受講者用の自習

室の施設整備等に必要な経費に対する支援を行う。 

（２）看護職員の資質向上推進 

① 看護教員等養成支援事業（通信制教育） 拡充    ８０百万円（８百万円） 

看護教員等の養成における通信制教育（ｅラーニング）の実施に対する支援を行う。 

また、医療・看護を取り巻く環境の変化を踏まえ、eラーニング内容の見直しに向けた

検討や、その検討を踏まえた新たなeラーニング内容の作成に対する支援を行う。 

② 看護教員教務主任養成講習会事業         １１百万円（１１百万円）                        

看護師等養成所の運営・管理及び教員に対する指導を行うために必要な専門的知識・

技術を修得させることを目的とした、講習会の実施に対する支援を行う。 

③ 在宅看取りに関する研修事業           ２２百万円（２２百万円） 

在宅での看取りにおける医師による死亡診断に関わる手続の整備を図るため、「規制

改革実施計画」（平成28年6月2日閣議決定）を踏まえた、医師による死亡診断等に必

要な情報を報告する看護師を対象にした法医学等に関する研修の実施に対する支援を行

う。 

（３）看護業務の効率化に向けた取組の推進 

   看護業務効率化先進事例収集・周知事業 新規      ２７百万円（０百万円） 

看護職がより専門性を発揮できる働き方の推進や生産性の向上、看護サービスの質の向

上を図るため、看護業務の効率化に資する医療機関の取組を募集し、選考委員会を設置し

て先進的な取組を選定するとともに、先進的な取組を行う医療機関を表彰し、取組を周知

する。 

１．看護職員の資質向上等 

（括弧書きは前年度予算額） 
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（１）ナースセンターの機能強化等による復職支援等 

① 中央ナースセンター事業 拡充         ３４８百万円（２１１百万円） 

看護師等の未就業者の就業促進など看護師等の確保を図るため、都道府県ナースセン

ターの取組の支援・指導・調整などに対する支援を行う。また、相談員の資質向上や訪

問看護等へのマッチング強化を図るための都道府県ナースセンター相談員に対する研修

の実施、無料職業紹介システム（eナースセンター）等の安定的運用や利便性向上に向

けたOSのバージョンアップに対する支援を行う。 

② 看護職員就業相談員派遣面接相談事業  ※医療提供体制推進事業費補助金２３０億円の内数 

都道府県ナースセンターに勤務する就労支援相談員が、ハローワークと連携して実施

する求職者の就労相談や求人医療機関との調整などに対する支援を行う。 

（２）看護職員確保対策の総合的推進 

①  看護職員確保対策特別事業             ４４百万円（４４百万円）                        

看護職員の離職防止対策をはじめとした総合的な看護職員確保対策の推進に資する取

組に対する支援を行う。 

② 助産師活用推進事業（旧助産師出向等支援導入事業）  ※医療提供体制推進事業費補助金２３０億円の内数 

医療機関における助産師就業の偏在解消や実習施設確保、助産実践能力の向上等を

図るため、助産師出向や助産師就業の偏在の実態把握、助産所が妊産婦の異常に連携し

て対応する医療機関を確保するための相談・調整等の実施に対する支援を行う。また、

院内助産・助産師外来の普及や理解促進を目的とした講演・シンポジウム等の実施に対

する支援を行う。 

（１）外国人看護師受入支援事業・外国人看護師候補者学習支援事業 

１６６百万円（１６６百万円） 

  ① 外国人看護師受入支援事業           ６２百万円 （６２百万円） 

      外国人看護師候補者の受入を円滑に進めるため、国内説明会の開催や看護分野の基礎

研修の実施、看護専門家等による受入施設に対する巡回訪問の実施等に対する支援を行

う。 

  ② 外国人看護師候補者学習支援事業       １０４百万円（１０４百万円） 

      外国人看護師候補者に対し、看護専門分野を中心とした日本語習得研修の充実を図る

ため、ｅラーニングでの学習支援システムを構築・運用するとともに、候補者に対する

定期的な集合研修の実施や受入施設の研修責任者等に対する研修計画の助言等に対する

支援を行う。 

（２）外国人看護師候補者就労研修支援事業 ※医療提供体制推進事業費補助金２３０億円の内数 

外国人看護師候補者が就労する上で必要となる日本語能力の向上を図るため、受入施設

に対して、日本語講師を招聘するために必要な経費、研修指導者等経費や物件費に対する

支援を行う。 

 

２．看護職員の復職支援等 

３．経済連携協定（ＥＰＡ）に基づく外国人看護師受入 
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（１）地域医療介護総合確保基金（医療分） 

公費１，０３４億円（国６８９億円、地方３４５億円） 

（公費  ９３４億円（国６２２億円、地方３１２億円）） 

各都道府県が策定した地域医療構想を踏まえた病床の機能分化・連携等に関する事業が一層本

格化する。また、病床の機能分化・連携を進めるためには、居宅等における医療の提供や医療従

事者の確保についても、併せて推進する必要がある。2025年に向けて、地域医療構想の達成を

推進するため、引き続き、地域医療介護総合確保基金による支援を行う。 

（参考）【対象事業】 

①地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業     

急性期病床から回復期病床への転換等、地域医療構想の達成に向けた病床の機能の分化

及び連携等について実効性のあるものとするため、医療機関が実施する施設・設備整備に

対する助成を行う事業。 

②居宅等における医療の提供に関する事業     

地域包括ケアシステムの構築を図るため、在宅医療の実施に係る拠点の整備や連携体制

を確保するための支援等、在宅における医療を提供する体制の整備に対する助成を行う事

業。 

③医療従事者の確保に関する事業 

医師等の偏在の解消、医療機関の勤務環境の改善、チーム医療の推進等の事業に助成す

ることにより、医師、看護師等の地域に必要な質の高い医療従事者の確保・養成を推進す

る事業。 

 

（２）地域医療介護総合確保基金における主な看護関係事業（例） 

  ① 地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業 

      ○ 院内助産や助産師外来を設置する場合の施設・設備整備に対する支援 

② 居宅等における医療の提供に関する事業 

      ○ 訪問看護の人材育成や人材確保を図るための研修の実施に対する支援 

      ○ 訪問看護推進協議会などの設置や会議開催に対する支援 

  ③ 医療従事者の確保に関する事業 

      ○ 看護師等養成所の運営や施設・設備の整備に対する支援 

      ○ 新人看護職員の資質向上や早期離職防止の観点からの研修の実施に対する支援 

      ○ 看護職員の資質向上のための研修の実施に対する支援 

      ○ 看護管理者に対する看護職員の負担軽減に資する看護補助者の活用も含めた研修

の実施に対する支援 

      ○ 看護師宿舎の整備に対する支援 

      ○ 看護職員の就労環境改善（多様な勤務形態の導入や職場風土の改善に関する研修

の実施など）に対する支援 

      ○ 看護職員の勤務環境改善のための施設整備（病院のナースステーションや仮眠室

などの拡張・新設）に対する支援 

      ○ 看護職員をはじめとする医療従事者の離職防止や再就業を促進するための病院内

保育所の運営や整備に対する支援 

      ○ 医療勤務環境改善支援センターの運営 

４．地域医療構想の達成に向けた取組の推進 
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看護職員も含めた医療従事者に対する各種研修等事業 

【医政局地域医療計画課分】 

① 救急医療業務実地修練等経費 

・看護師救急医療業務実地修練研修事業    ※救急医療業務実地修練等経費１３百万円の内数 

    救急看護業務を担う看護師の日常の救急看護能力の向上を図るとともに、救急外来等にお

いて、患者をトリアージできる知能・技能を習得するための研修を行う。 

  ・保健師等救急蘇生法指導者講習会      ※救急医療業務実地修練等経費１３百万円の内数 

保健所勤務保健師等を対象に、救急蘇生法を教える指導者の養成を図るための講習会を実

施する。 

② ドクターヘリ事業従事者研修事業             ７百万円（７百万円） 

     ドクターヘリという特殊な場所において高度な救急医療を提供できる医師・看護師等の養

成・育成を図るための研修を行う。 

③ 外傷外科医養成研修事業               １１百万円（１１百万円） 

     重傷外傷の治療を担う医師・看護師を養成するため、重傷外傷に迅速かつ適切に対応する

ために必要な手術療法に係る知識、手技を得るための研修の実施に対する支援を行う。  

④ ＮＢＣ災害・テロ対策研修事業               ７百万円（６百万円） 

     ＮＢＣ（核、生物、化学）災害及びテロ発生時に適切な対応ができる医師等を養成するた

め、ＮＢＣ災害・テロに関する専門知識、技術及び危機管理能力を習得するための研修を行

う。 

⑤ 災害派遣医療チーム（ＤＭＡＴ）研修事業     ※DMAT体制整備事業３６４百万円の内数 

災害急性期（発生後48時間以内）において、被災地で医療を提供するDMAT隊員（医師・

看護師・業務調整員）を養成するための研修を行う。 

⑥ 災害時小児周産期リエゾン養成研修事業          ６百万円（６百万円） 

災害時に小児・周産期領域の情報収集を行い、ＤＭＡＴや災害医療コーディネーターに対

して適切な情報提供を行えるリエゾン（調整役）を養成するための研修を行う。 

⑦ 在宅医療関連講師人材養成事業            ２３百万円（２３百万円） 

     小児を含む在宅医療、訪問看護の推進に資する、専門知識や経験を豊富に備え、地域の人材

育成の取組を主導できる講師人材の養成等を行う。 

⑧ 人生の最終段階における医療体制整備等事業     １００百万円（６６百万円） 

患者の意思を尊重した人生の最終段階における医療を実現するため、患者の相談にのる医

療従事者の育成研修等を行う。 

⑨ 院内感染講習会事業                 ２６百万円（２６百万円） 

医療機関において、最新の科学的知見に基づいた適切な院内感染対策を実施するため、医

療従事者を対象として組織的な対応方針の指示や教育等についての講習会を実施する。 

５．その他 
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定
後
の
補
助
）

平
成
3
1
年
度
予
算
案
4
9
1
,5
4
1
千
円
（
平
成
3
0
年
度
予
算
額

3
4
6
,8
2
0
千
円
）

予
算
案

1
4
5
,3
7
1
千
円
（
9
5
,1
0
2
千
円
）

予
算
案

3
3
4
,4
8
5
千
円
（
2
5
1
,7
1
8
千
円
）

e
ラ
ー
ニ
ン
グ

導
入
委
託

看
護
師
の
特
定
行
為
に
係
る
研
修
機
関
拡
充
支
援
事
業
【
新
規
】

予
算
案
1
1
,6
8
5
千
円
（
０
千
円
）

事
業
概
要

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
等

備
品
購
入

①
研
修
機
関
間
の
情
報
共
有
、
研
修
機
関
の
拡
大
事
業

・
目
的
：
指
定
研
修
機
関
の
情
報
共
有
や
特
定
行
為
研
修
の
普
及
・
促
進

・
概
要
：
医
療
機
関
の
管
理
者
や
医
師
・
看
護
師
等
を
対
象
と
し
た
特
定
行
為

研
修
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

・
委
託
先
：
公
募
に
よ
り
選
定
し
た
団
体

②
研
修
受
講
者
確
保
事
業

・
目
的
：
特
定
行
為
研
修
修
了
者
を
確
保
す
る
た
め
、
看
護
師
が
研
修
受
講
に
関
す
る

情
報
を
収
集
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

・
概
要
：
指
定
研
修
機
関
が
実
施
し
て
い
る
特
定
行
為
研
修
の
受
講
に
係
る
情
報
を

収
集
し
、
特
定
行
為
研
修
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
設
置
・
運
営

・
委
託
先
：
公
募
に
よ
り
選
定
し
た
団
体

厚
生
労
働
省

運
営
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
支
援

厚
生
労
働
省

設
置
準
備
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を
支
援
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看
護
師
の
特
定
行
為
に
係
る
指
導
者
育
成
等
事
業

○
2
0
2
5
年
に
向
け
て
、
更
な
る
在
宅
医
療
等
の
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
個
別
に
熟
練
し
た
看
護
師
の
み
で
は
足
り
な
い
こ
と
か
ら
、
医
師
等
の
判

断
を
待
た
ず
に
手
順
書
に
よ
り
一
定
の
診
療
の
補
助
（
特
定
行
為
）
を
行
う
看
護
師
を
養
成
す
る
た
め
、
特
定
行
為
研
修
制
度
を
創
設
。

○
特
定
行
為
研
修
の
質
を
担
保
し
つ
つ
、
研
修
を
円
滑
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
指
導
者
や
指
導
者
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
指
定
研
修
機
関
や
実
習
施
設
に
お
け
る
指
導
者
を
対
象
に
、
制
度
の
内
容
や
指
導
の
方
法
等
、
手
順
書
に
お
い
て
看
護
師
が
行
う
病
状
の

確
認
の
範
囲
等
に
つ
い
て
、
理
解
促
進
を
図
り
、
効
果
的
な
指
導
が
で
き
る
指
導
者
や
指
導
者
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
。

○
ま
た
、
特
定
行
為
研
修
修
了
者
や
指
定
研
修
機
関
数
の
増
加
を
図
る
た
め
、
現
行
の
特
定
行
為
研
修
制
度
の
実
施
方
式
や
指
定
研
修
機
関
の
負
担
な

ど
、
特
定
行
為
研
修
の
実
態
や
課
題
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
等
を
行
う
。

事
業
の
目
的

指
導
者
育
成
事
業

特
定
行
為
研
修
受
講
看
護
師実
習
施
設

講
義
・
演
習

実
習
施
設
に

お
け
る
実
習

指
定
研
修
機
関
や
実
習
施
設
に
お
け
る

指
導
者
向
け
講
習
会
の
企
画
、
運
営
、

参
加
者
募
集
な
ど

特
定
行
為
研
修
に
お
け
る
指
導
者
（
主
に
指
定
研
修
機
関
や
実
習
施
設
に
お
け
る
指
導
者
）
向
け
の

研
修
を
行
い
、
特
定
行
為
研
修
の
質
の
担
保
を
図
る
。

平
成
3
1
年
度
予
算
案
5
8
,0
8
8
千
円
（
平
成
3
0
年
度
予
算
額
5
8
,0
8
8
千
円
）

指
定
研
修
機
関

○
指
導
者
育
成

・
目

的
：
特
定
行
為
研
修
の
質
の
担
保
を
図
る
た
め
、
制
度
の
趣
旨
・
内
容
、
手
順
書
、
指
導
方
法
等
の

理
解
を
促
進
し
、
適
切
な
指
導
が
で
き
る
指
導
者
を
育
成
す
る

・
概

要
：
指
導
者
（
予
定
者
含
む
）
に
対
し
て
、
指
導
者
講
習
会
を
実
施

・
委
託
先
：
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
団
体

・
備

考
：
講
習
会
の
開
催
回
数
、
各
回
の
定
員
及
び
場
所
に
つ
い
て
は
参
加
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
設
定

実
態
調
査
・
分
析
等
事
業

◆
調
査
・
分
析
等
の
内
容

・
指
定
研
修
機
関
及
び
協
力
施
設
（
実
習
施

設
）
に
お
け
る
研
修
に
つ
い
て
の
実
態
調

査
及
び
分
析
等

・
研
修
修
了
者
の
活
動
実
態
や
活
躍
推
進
に

向
け
た
課
題
等
に
係
る
調
査
・
分
析
等

・
特
定
行
為
研
修
制
度
に
係
る
実
態
や
課
題

を
踏
ま
え
た
改
善
策
の
検
討
に
資
す
る
調

査
及
び
分
析

・
調
査
結
果
の
公
表
・
周
知

等

◆
委
託
先
：
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
団
体

指
導
者

指
導
者

○
指
導
者
リ
ー
ダ
ー
育
成

・
目

的
：
指
導
者
講
習
会
を
企
画
・
実
施
す
る
者
（
リ
ー
ダ
ー
）
を
育
成
す
る

・
概

要
：
指
導
者
講
習
会
を
実
施
す
る
事
業
者
を
対
象
に
、
研
修
会
を
実
施

・
委
託
先
：
公
募
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
団
体

厚
生
労
働
省

委
託
先
団
体

指
導
者
講
習
会
の

実
施
に
必
要
な

経
費
を
支
援

公
募
に
よ
り
選
定
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病
状
の
範
囲
内

○
2
0
2
5
年
に
向
け
て
更
な
る
在
宅
医
療
等
の
推
進
を
図
る
た
め
に
は
、
個
別
に
熟
練
し
た
看
護
師
の
み
で
は
足
り
な
い
こ
と
か
ら
、

医
師
等
の

判
断
を
待
た
ず
に
手
順
書
に
よ
り
一
定
の
診
療
の
補
助
（
特
定
行
為
）
を
行
う
看
護
師
を
計
画
的
に
養
成
す
る
た
め
、

特
定
行
為
研
修
制
度
を
創
設
。

○
当
該
研
修
制
度
の
円
滑
な
実
施
及
び
研
修
修
了
者
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
研
修
を
実
施
す
る
指
定
研
修
機
関
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
。

○
こ
の
た
め
、
指
定
研
修
機
関
等
に
お
い
て
、
研
修
を
実
施
す
る
た
め
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
の
施
設
整
備
や
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を

設
置
す
る
た
め
の
施
設
整
備
、
研
修
受
講
者
用
の
自
習
室
の
施
設
整
備
等
に
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
支
援
す
る
。

看
護
師
の
特
定
行
為
に
係
る
指
定
研
修
機
関
等
施
設
整
備
事
業
（
医
療
提
供
体
制
施
設
整
備
交
付
金
の
メ
ニ
ュ
ー
事
業
）

事
業
目
的

○
「
特
定
行
為
」
の
概
要

医
師
又
は
歯
科
医
師

手
順
書
で

あ
ら
か
じ
め

指
示

看
護
師

病
状
の
範
囲
を

確
認

病
状
の
範
囲
外

特
定
行
為

を
実
施

医
師
又
は

歯
科
医
師
に

結
果
報
告

医
師
又
は
歯
科
医
師

に
指
示
を
求
め
る

特
定
行
為

○
研
修
実
施
方
法
の
概
要

指
定
研
修
機
関

実
習
施
設

講
義
・
演
習
等
を
受
講

実
習

看
護
師

実
習
評
価

指
導
体
制
の
確
認

評
価
基
準
の
提
示

平
成
3
1
年
度
予
算
案
医
療
提
供
体
制
施
設
整
備
交
付
金
1
0
4
億
円
の
内
数

（
平
成
3
0
年
度
予
算
額
3
2
億
円
の
内
数
）

看
護
師
の
特
定
行
為
に
係
る
指
定
研
修
機
関
等
に
お
い
て
、
研
修
を
実
施
す
る
た
め
の

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
の
施
設
整
備
や
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
設
置
す
る
た
め
の
施
設
整
備
、

研
修
受
講
者
用
の
自
習
室
の
施
設
整
備
等
に
必
要
な
経
費
に
対
す
る
支
援
を
行
う
。

（
交
付
先
）

都
道
府
県
（
指
定
研
修
機
関
等
（
予
定
を
含
む
）
）

（
対
象
経
費
）

研
修
を
実
施
す
る
た
め
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
や
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

設
置
、
研
修
受
講
者
用
の
自
習
室
等
の
新
築
・
増
改
築
・
改
修
に
要
す
る

工
事
費
又
は
工
事
請
負
費

（
調
整
率
）

0
.5

事
業
概
要

厚
生
労
働
省

都
道
府
県

指
定
研
修
機
関
等

都
道
府
県
が
交
付
金
の

事
業
か
ら
必
要
な
事
業
を

選
定
し
て
事
業
計
画
を

作
成

予
算
の
範
囲
内
で

交
付
金
を
交
付

交
付
金
を

事
業
者
に
交
付
し
、

施
設
整
備
を
実
施
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所
在
地

指
定
研
修
機
関
名

区
分
数

指
定
日

北
海
道

旭
川
赤
十
字
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

医
療
法
人
社
団

エ
ス
・
エ
ス
・
ジ
ェ
イ

札
幌
整
形
循
環
器
病
院

3区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

学
校
法
人
東
日
本
学
園

北
海
道
医
療
大
学
大
学
院
看
護
福
祉
学
研

究
科
看
護
学
専
攻

1
3区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

社
会
医
療
法
人
恵
和
会

西
岡
病
院

1区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
支
部
北
海
道
済
生
会
小
樽

病
院

8区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

岩
手

学
校
法
人
岩
手
医
科
大
学

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院
高
度

看
護
研
修
セ
ン
タ
ー

7区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

宮
城

学
校
法
人
東
北
文
化
学
園
大
学

東
北
文
化
学
園
大
学
大
学
院

健
康
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
科
健
康
福
祉
専
攻

2
1区
分

2
0
1
6
/
2
/
1
0

秋
田

秋
田
赤
十
字
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

社
会
医
療
法
人
青
嵐
会

本
荘
第
一
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

山
形

国
立
大
学
法
人
山
形
大
学

山
形
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

看
護
学
専
攻

1
6区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

福
島

医
療
法
人
平
心
会

須
賀
川
病
院

4区
分

2
0
1
6
/
8
/
4

公
益
財
団
法
人
星
総
合
病
院

4区
分

2
0
1
6
/
2
/
1
0

公
立
大
学
法
人
福
島
県
立
医
科
大
学

1
8区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

茨
城

国
立
大
学
法
人
筑
波
大
学

筑
波
大
学
附
属
病
院

1
4区
分

2
0
1
6
/
8
/
4

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
支
部

茨
城
県
済
生
会
水
戸
済
生

会
総
合
病
院

2区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

栃
木

学
校
法
人
自
治
医
科
大
学

自
治
医
科
大
学

1
9区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

群
馬

公
益
財
団
法
人
脳
血
管
研
究
所

附
属
美
原
記
念
病
院

1区
分

2
0
1
6
/
8
/
4

埼
玉

医
療
法
人
社
団
愛
友
会

上
尾
中
央
総
合
病
院

1
3区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

学
校
法
人
埼
玉
医
科
大
学

埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

7区
分

2
0
1
6
/
2
/
1
0

千
葉

社
会
医
療
法
人
社
団
さ
つ
き
会

袖
ケ
浦
さ
つ
き
台
病
院
看
護
師
特

定
行
為
研
修
セ
ン
タ
ー

3区
分

2
0
1
6
/
2
/
1
0

東
京

一
般
社
団
法
人
日
本
慢
性
期
医
療
協
会

9区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

（
3
6
都

道
府

県
8
7
機

関
（

2
0
1
8
年

8
月

現
在

）
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
を
行
う
指
定
研
修
機
関
（
１
／
２
）

所
在
地

指
定
研
修
機
関
名

区
分
数

指
定
日

東
京

医
療
法
人
財
団
慈
生
会

野
村
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

医
療
法
人
社
団
永
生
会

2区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

医
療
法
人
社
団

明
芳
会

8区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

学
校
法
人
青
葉
学
園

東
京
医
療
保
健
大
学
大
学
院
看
護
学

研
究
科
看
護
学
専
攻

2
1区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

学
校
法
人
国
際
医
療
福
祉
大
学

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院

医
療
福
祉
学
研
究
科
保
健
医
療
学
専
攻

2
1区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
JA
D
EC
O
M-
N
DC
研
修
セ
ン
タ
ー

2
1区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会

1
4区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

社
会
医
療
法
人
河
北
医
療
財
団

河
北
総
合
病
院

3区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
支
部
東
京
都
済
生
会

東
京
都

済
生
会
中
央
病
院

3区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

セ
コ
ム
医
療
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

8区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

1
0区
分

2
0
1
7
/
3
/
2
9

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構

東
京
新
宿
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー

2区
分

2
0
1
6
/
2
/
1
0

日
本
赤
十
字
社

5区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

武
蔵
野
赤
十
字
病
院

5区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

神
奈
川

医
療
法
人
五
星
会

菊
名
記
念
病
院

1区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

医
療
法
人
横
浜
柏
堤
会

戸
塚
共
立
第
1病
院

1区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団
済
生
会
支
部

神
奈
川
県
済
生
会
横
浜

市
東
部
病
院

9区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

富
山

医
療
法
人
社
団
藤
聖
会

富
山
西
総
合
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
8
/
7

石
川

医
療
法
人
社
団
和
楽
仁

芳
珠
記
念
病
院

2区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

公
立
能
登
総
合
病
院

1区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

公
立
松
任
石
川
中
央
病
院

4区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

国
民
健
康
保
険
小
松
市
民
病
院

2区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

社
会
医
療
法
人
財
団
董
仙
会

恵
寿
総
合
病
院

4区
分

2
0
1
6
/
8
/
4
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所
在
地

指
定
研
修
機
関
名

区
分
数

指
定
日

福
井

学
校
法
人

新
田
塚
学
園

福
井
医
療
大
学

3区
分

2
0
1
6
/
8
/
4

市
立
敦
賀
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

長
野

伊
那
中
央
病
院

4区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

学
校
法
人
佐
久
学
園

佐
久
大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科

看
護
学
専
攻

8区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

岐
阜

岐
阜
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

揖
斐
厚
生
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

岐
阜
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

岐
北
厚
生
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

岐
阜
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

久
美
愛
厚
生
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

岐
阜
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

中
濃
厚
生
病
院

4区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

岐
阜
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

東
濃
厚
生
病
院

2区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

岐
阜
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

西
美
濃
厚
生
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

静
岡

学
校
法
人

聖
隷
学
園

聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

1区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

公
益
社
団
法
人
有
隣
厚
生
会
富
士
病
院

1
0区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

愛
知

学
校
法
人
愛
知
医
科
大
学

愛
知
医
科
大
学
大
学
院

看
護
学
研
究
科
看
護
学
専
攻

2
1区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

学
校
法
人
藤
田
学
園

藤
田
保
健
衛
生
大
学
大
学
院

保
健
学
研
究
科
保
健
学
専
攻

2
1区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

滋
賀

国
立
大
学
法
人
滋
賀
医
科
大
学

9区
分

2
0
1
6
/
2
/
1
0

京
都

医
療
法
人
社
団
洛
和
会

洛
和
会
音
羽
病
院

7区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

大
阪

社
会
医
療
法
人
愛
仁
会

1
1区
分

2
0
1
6
/
2
/
1
0

公
益
社
団
法
人

大
阪
府
看
護
協
会

1
3区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

公
立
大
学
法
人
大
阪
市
立
大
学

5区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

社
会
医
療
法
人
き
つ
こ
う
会

多
根
総
合
病
院

4区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

兵
庫

医
療
法
人
社
団
慈
恵
会
新
須
磨
病
院

2区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

学
校
法
人
兵
庫
医
科
大
学

医
療
人
育
成
研
修
セ
ン
タ
ー

1
1区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

姫
路
赤
十
字
病
院

5区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

奈
良

公
立
大
学
法
人
奈
良
県
立
医
科
大
学

1
0区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

（
3
6
都

道
府

県
8
7
機

関
（

2
0
1
8
年

8
月

現
在

）
看
護
師
の
特
定
行
為
研
修
を
行
う
指
定
研
修
機
関
（
２
／
２
）

所
在
地

指
定
研
修
機
関
名

区
分
数

指
定
日

和
歌
山

公
立
大
学
法
人
和
歌
山
県
立
医
科
大
学

5区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

鳥
取

国
立
大
学
法
人

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

5区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

岡
山

学
校
法
人

川
崎
学
園

1
0区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

山
口

綜
合
病
院

山
口
赤
十
字
病
院

2区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

香
川

高
松
赤
十
字
病
院

4区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

四
国
こ
ど
も
と
お
と
な
の
医
療

セ
ン
タ
ー

2区
分

2
0
1
7
/
2
/
2
7

高
知

社
会
医
療
法
人

近
森
会

近
森
病
院

2区
分

2
0
1
6
/
8
/
4

福
岡

医
療
法
人

弘
恵
会

ヨ
コ
ク
ラ
病
院

1区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

社
会
医
療
法
人

共
愛
会

戸
畑
共
立
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

社
会
医
療
法
人
雪
の
聖
母
会

聖
マ
リ
ア
病
院

2区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

福
岡
赤
十
字
病
院

5区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

佐
賀

社
会
医
療
法
人
謙
仁
会

山
元
記
念
病
院

1区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

社
会
医
療
法
人

祐
愛
会
織
田
病
院

1区
分

2
0
1
7
/
8
/
2

大
分

公
立
大
学
法
人
大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

大
分
県
立
看
護
科
学

大
学
大
学
院
看
護
学
研
究
科
看
護
学
専
攻

2
1区
分

2
0
1
5
/
1
0
/
1

社
会
医
療
法
人
敬
和
会

大
分
岡
病
院

2区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

鹿
児
島

国
立
大
学
法
人
鹿
児
島
大
学

鹿
児
島
大
学
病
院

7区
分

2
0
1
6
/
8
/
4

沖
縄

医
療
法
人
沖
縄
徳
洲
会

南
部
徳
洲
会
病
院

2区
分

2
0
1
8
/
8
/
3
0

国
立
大
学
法
人
琉
球
大
学
医
学
部
附
属
病
院

2区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9

社
会
医
療
法
人
仁
愛
会

浦
添
総
合
病
院

2区
分

2
0
1
8
/
2
/
1
9
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さ
らな
る
看
護
教
員
・実
習
指
導
者
養
成
促
進
の
た
め
に
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
見
直
しを
行
う

○
看

護
基

礎
教

育
検

討
会

（
平

成
30

年
4月

か
ら実

施
）

に
お

け
る

看
護

教
員

及
び

実
習

指
導

者
の

あ
り方

等
に

関
す

る
議

論
を踏

まえ
、

有
識

者
に

よ
り新

た
な

eラ
ー

ニン
グ

内
容

の
検

討
を

行
う。

○
上

記
の

検
討

を
踏

ま
え

、新
た

な
eラ

ー
ニン

グ
内

容
を作

成
す

る
。

看
護
教
員
及
び
実
習
指
導
者
の
資
質
向
上

看
護

師
等

養
成

所
に

お
け

る
看

護
教

員
や

実
習

受
入

施
設

に
お

け
る

実
習

指
導

者
の

質
・量

を確
保

す
る

た
め

、看
護

教
員

養
成

講
習

会
（

85
5時

間
）

及
び

実
習

指
導

者
講

習
会

（
24

0時
間

）
を都

道
府

県
等

に
お

い
て

実
施

。
看

護
教

員
養

成
講

習
会

及
び

実
習

指
導

者
講

習
会

は
、就

労
しな

が
ら講

習
会

を受
講

で
きる

よう
、教

育
内

容
の

一
部

（
37

5時
間

）
に

eラ
ー

ニン
グ

を
導

入
・提

供
し、

受
講

促
進

を図
って

い
る

。
【課

題
】

・
eラ

ー
ニン

グ
導

入
か

ら５
年

が
経

過
し、

医
療

・看
護

を取
り巻

く環
境

の
変

化
を踏

まえ
、

eラ
ー

ニン
グ

の
内

容
や

画
像

を
含

め
た

全
体

的
な

見
直

しが
必

要
。

・
平

成
32

年
末

に
は

動
作

環
境

（
Fl

as
h 

Pl
ay

er
）

の
サ

ポ
ー

ト終
了

に
伴

い
、使

用
不

可
と

な
る

見
込

み
。

・
看

護
基

礎
教

育
検

討
会

（
平

成
30

年
4月

か
ら実

施
）

に
お

い
て

、今
後

の
看

護
教

員
及

び
実

習
指

導
者

の
あ

り方
等

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
予

定
。

新
た
な
eラ
ー
ニ
ン
グ
内
容
を
検
討

看
護

教
員

養
成

実
習

指
導

者
養

成

H2
4年

度
eラ

ー
ニン

グ
内

容
・学

習
ガ

イド
ライ

ン作
成

H2
5年

度
専

任
教

員
養

成
講

習
会

で
eラ

ー
ニン

グ
導

入
開

始

H2
6年

度
実

習
指

導
者

講
習

会
で

eラ
ー

ニン
グ

導
入

開
始

H2
7年

度
特

定
分

野
に

お
け

る
実

習
指

導
者

講
習

会
で

eラ
ー

ニン
グ

を
導

入
開

始

拡
充

委
託

先

看
護
教
員
等
養
成
支
援
事
業
（
通
信
制
教
育
）

平
成
３
１
年
度
予
算
案

８
０
，
３
０
１
千
円

平
成
３
０
年
度
予
算
額

８
，
１
１
１
千
円

公
募

に
より

選
定

した
団

体

eラ
ー

ニ
ン

グ
に

よ
り

就
労

しな
が

ら受
講

可
能

ス
ケ

ジ
ュー

ル
（

予
定

）
H3

0 
年
度

H3
1年
度

H3
2年
度

H3
3年
度

H3
4年
度
以
降

新
た

な
eラ

ー
ニン

グ
内

容
の

作
成

新
た

な
eラ

ー
ニン

グ
で

の
講

習
会

の
実

施
新

た
な

eラ
ー

ニン
グ

内
容

の
検

討

新
た

な
カリ

キ
ュラ

ム
を

適
用

した
教

育
の

開
始

・教
育

内
容

と方
法

看
護

基
礎

教
育

検
討

会

・教
員

や
実

習
指

導
者

の
あ

り方
等

H
32
年
末
サ
ポ
ー
ト終
了

H
32
年
末
サ
ポ
ー
ト終
了

現
行

eラ
ー

ニン
グ

で
の

講
習

会
の

実
施

（
参

考
）

今
ま

で
の

eラ
ー

ニ
ング

事
業

経
緯

10



最
後

の
診

察
か

ら
2
4
時

間
経

過
後

に
患

者
が

死
亡

し
た

場
合

、
医

師
は

、
対

面
で

死
後

診
察

を
し

た
後

、
死

亡
診

断
書

を
交

付
し

て
い

る
。

一
方

で
、

看
取

り
の

た
め

住
み

慣
れ

た
場

所
を

離
れ

病
院

や
介

護
施

設
に

入
院

・
入

所
し

た
り

、
死

後
診

察
を

受
け

る
た

め
遺

体
を

長
時

間
保

存
・

長
距

離
搬

送
す

る
な

ど
、

患
者

や
家

族
が

不
都

合
を

強
い

ら
れ

て
い

る
と

の
指

摘
が

あ
る

。

在
宅
看
取
り
に
関
す
る
研
修
事
業

在
宅
で
の
穏
や
か
な
看
取
りが
困
難
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、受
診
後
24
時
間
を
経
過
して
い
て
も
、以
下
の
a～
eの
全
て
の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
は
、医
師
が
対
面
で
の
死
後
診
察
に
よ
らず

死
亡
診
断
を
行
い
、死
亡
診
断
書
を
交
付
で
き
る
よ
う、
早
急
に
具
体
的
な
運
用
を
検
討
し、
規
制
を
見
直
す
。

a
 

医
師

に
よ

る
直

接
対

面
で

の
診

療
の

経
過

か
ら

早
晩

死
亡

す
る

こ
と

が
予

測
さ

れ
て

い
る

こ
と

b
 

終
末

期
の

際
の

対
応

に
つ

い
て

事
前

の
取

決
め

が
あ

る
な

ど
、

医
師

と
看

護
師

の
十

分
な

連
携

が
取

れ
て

お
り

、
患

者
や

家
族

の
同

意
が

あ
る

こ
と

c 
医

師
間

や
医

療
機

関
・

介
護

施
設

間
の

連
携

に
努

め
た

と
し

て
も

、
医

師
に

よ
る

速
や

か
な

対
面

で
の

死
後

診
察

が
困

難
な

状
況

に
あ

る
こ

と
d

法
医

学
等

に
関

す
る

一
定

の
教

育
を

受
け

た
看

護
師

が
、

死
の

三
兆

候
の

確
認

を
含

め
医

師
と

あ
ら

か
じ

め
取

り
決

め
た

事
項

な
ど

、
医

師
の

判
断

に
必

要
な

情
報

を
速

や
か

に
報

告
で

き
る

こ
と

e
 

看
護

師
か

ら
の

報
告

を
受

け
た

医
師

が
、

テ
レ

ビ
電

話
装

置
等

の
IC

T
を

活
用

し
た

通
信

手
段

を
組

み
合

わ
せ

て
患

者
の

状
況

を
把

握
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
死

亡
の

事
実

の
確

認
や

異
状

が
な

い
と

判
断

で
き

る
こ

と

規
制
改
革
実
施
計
画
（
平
成
28
年
6月
2日
閣
議
決
定
）

講
義
・
演
習

◆
法

医
学

に
関

す
る

一
般

的
事

項
死

因
究

明
・死

因
統

計
制

度
、死

因
論

、内
因

性
急

死
、外

因
死

◆
IC

Tを
利

用
した

死
亡

診
断

等
の

概
要

、関
係

法
令

◆
IC

Tを
利

用
した

死
亡

診
断

等
の

制
度

を活
用

す
る

患
者

・家
族

へ
の

接
し方

（
意

思
決

定
支

援
含

む
。）

◆
実

際
に

使
用

す
る

機
器

を用
い

た
シ

ミュ
レー

シ
ョン

◇
2日

間
程

度

実
地
研
修

◆
2体

以
上

の
死

体
検

案
又

は
解

剖
へ

の
立

ち
会

い

◇
1～

2日
間

程
度

研
修

は
単

位
制

とし
、分

割
して

履
修

が
可

能
。

厚
生

労
働

省
医

政
局

長
よ

り全
て

の
プ

ログ
ラム

を
履

修
した

場
合

に
修

了
証

が
交

付
され

る。

患
者
や
家
族
が
希
望
す
る
、

住
み
慣
れ
た
場
所
で
の

穏
や
か
な
看
取
り
の
実
現

「情
報
通
信
機
器
（
IC
T）
を
利
用
した
死
亡
診
断
等
ガ
イ
ドラ
イ
ン
」策
定

（
医

政
発

09
12

第
１

号
平

成
29

年
9月

12
日

医
政

局
長

通
知

）
H2

8年
度

厚
生

労
働

科
学

研
究

「I
CT

を
利

用
した

死
亡

診
断

に
関

す
る

ガ
イド

ライ
ン策

定
に

向
け

た
研

究
」に

基
づ

き
ガ

イド
ライ

ンを
策

定
。

IC
T
を

利
用

し
た

死
亡

診
断

等
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
内

に
示

さ
れ

て
い

る
「

法
医

学
等

に
関

す
る

一
定

の
教

育
」

と
し

て
、

『
医

師
に

よ
る

遠
隔

で
の

死
亡

診
断

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
看

護
師

を
対

象
と

し
た

研
修

』
を

実
施

す
る

。

医
師
に
よ
る
遠
隔
で
の
死
亡
診
断
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
看
護
師
を
対
象
と
し
た
研
修
（
イ
メ
ー
ジ
）

○
対

象
者

看
護

師
とし

て
の

実
務

経
験

５
年

以
上

を
有

し、
その

間
に

患
者

の
死

亡
に

立
ち

会
った

経
験

３
例

以
上

が
あ

り、
か

つ
、看

護
師

とし
て

の
実

務
経

験
の

うち
、訪

問
看

護
ま

た
は

介
護

保
険

施
設

等
に

お
い

て
３

年
以

上
の

実
務

経
験

を
有

し、
その

間
に

患
者

５
名

に
対

し
ター

ミナ
ル

ア
を

行
った

看
護

師
。

平
成

3
1
年

度
予

算
案

2
1
,8

6
7
千

円
平

成
3
1
年

度
予

算
案

2
1
,8

6
7
千

円
平

成
3
0
年

度
予

算
額

2
1
,8

4
5
千

円
平

成
3
0
年

度
予

算
額

2
1
,8

4
5
千

円
背
景
・
事
業
目
的

事
業
概
要

厚
生
労
働
省

委
託
先
団
体

実
習
施
設

公
募
に
よ
り

選
定

研
修
の
実
施
に

必
要
な

経
費
を
支
援

実
習
に
係
る

連
携
・
協
力

法
医
学
や
看
護
に

関
す
る
講
義
・
演
習

法
医
学
に
関
す
る

実
地
実
習

※
委
託
先
は
公
募
に
よ
り
複
数
団
体
を
選
定
予
定
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看
護
業
務
効
率
化
先
進
事
例
収
集
・
周
知
事
業
【
新
規
】

背
景

「
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
2
0
1
8
」

（
平

成
3
0
年

6
月

1
5
日

閣
議

決
定

）
に

お
い

て
、

「
人

手
不

足
の

中
で

の
サ

ー
ビ

ス
確

保
に

向
け

た
医

療
・

介
護

等
の

分
野

に
お

け
る

生
産

性
向

上
を

図
る

た
め

の
取

組
を

進
め

る
」

と
さ

れ
た

こ
と

を
踏

ま
え

、
看

護
職

が
よ

り
専

門
性

を
発

揮
で

き
る

働
き

方
の

推
進

や
生

産
性

の
向

上
、

看
護

サ
ー

ビ
ス

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
看

護
業

務
の

効
率

化
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

る
。

事
業
内
容
等

◆
事

業
内

容
：

看
護

業
務

の
効

率
化

に
資

す
る

取
組

を
広

く
募

集
し

、
選

考
委

員
会

を
設

置
し

て
先

進
的

取
組

を
選

定
・

表
彰

、
周

知
す

る
。

＜
取

組
例

＞
申

し
送

り
時

間
短

縮
、

ベ
ッ

ド
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
の

A
I活

用
、

体
温

や
血

圧
・

心
拍

数
な

ど
の

自
動

記
録

等

選
考

委
員

会
を

設
置

し
、

有
識

者
の

意
見

を
聞

い
て

先
進

的
取

組
を

選
定

。
周

知
方

法
は

、
取

組
事

例
の

報
告

会
＋

動
画

を
作

成
し

H
P
上

で
公

表
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
予
定
）

H
3
1

H
3
2

H
3
3

H
3
4

H
3
5

◆
事

業
目

的
：

看
護

業
務

の
効

率
化

と
し

て
は

、
他

職
種

と
の

連
携

推
進

、
IC

T
の

利
活

用
等

が
想

定
さ

れ
る

が
、

各
施

設
の

特
性

に
よ

り
取

り
組

み
の

程
度

や
取

り
組

め
る

内
容

に
も

差
異

が
大

き
い

と
想

定
さ

れ
る

。
こ

の
た

め
、

看
護

業
務

の
効

率
化

に
関

す
る

先
駆

的
な

取
組

を
収

集
し

、
そ

の
中

か
ら

汎
用

性
が

高
く

効
果

の
あ

る
取

組
を

選
定

し
、

広
く

周
知

す
る

。

事
例

収
集

・
選

定
・

公
表

事
例

収
集

・
選

定
・

公
表

事
例

収
集

・
選

定
・

公
表

事
例

収
集

・
選

定
・

公
表

事
例

収
集

・
選

定
・

公
表

収
集

・
蓄

積
事

例
の

成
果

評
価

（
タ

イ
ム

ス
タ

デ
ィ

等
）

報
告

報
告

報
告

Ｂ 施 設

Ａ 病 院

選
考

委
員

会

選
定

事
例

の
試

行
事

例
の

試
行

継
続

事
例

の
試

行
継

続

事
例

の
試

行
事

例
の

試
行

継
続

取
組
の
公
表
（
周
知
）

H
P
上

で
の

動
画

公
開

先
進
的
取
組
医
療
機
関

動
画
作
成

報
告
会
・
受
賞
式

次
年

度
以

降
、

選
定

し
た

先
進

的
取

組
を

他
施

設
で

試
行

。

公
募

に
よ

り
選

定
し

た
団

体
委
託
先

平
成
3
1
年
度
予
算
案

2
6
,8
2
1
千
円
（
平
成
3
0
年
度
予
算
額

0
千
円
）
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中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

現
状
と
課
題

中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
業

平
成
３
１
年
度
予
算
案

３
４
７
，
６
３
３
千
円

平
成
３
０
年
度
予
算
額

２
１
０
，
７
５
９
千
円

中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
指
定
機
関
（
公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
）

中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
指
定
機
関
（
公
益
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
）

補
助
先

補
助
率

定
額

定
額

拡
充
内
容

都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
の
拡
充
を
図
る
。

○
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
相
談
員
の
資
質
向
上
（
①
、
②
、
④
）

相
談
員
を
対
象
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
や
多
様
な
働
き
方
に
関
す
る
研
修
を
充
実
さ
せ
、
求
職
者
側
、
求
人
側
の
双
方
に

専
門
的
で
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
え
る
人
材
を
育
成
。

○
訪
問
看
護
等
の
在
宅
医
療
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
（
②
、
③
）

訪
問
看
護
等
の
在
宅
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
相
談
員
に
対
す
る
研
修
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
訪
問
看
護
等
の
仕
事
を
よ
り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、

今
後
ニ
ー
ズ
が
増
大
す
る
訪
問
看
護
等
の
在
宅
医
療
を
支
え
る
サ
ー
ビ
ス
へ
の
適
切
な
マ
ッ
チ
ン
グ
や
求
人
側
へ
の
勤
務
環
境
改
善
の
助
言
が
可
能
と
な
る
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
た
無
料
職
業
紹
介
や
看
護
師
等
免
許
保
持
者
の
届
出
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
シ
ス
テ
ム
の

OS
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
（
⑤
）

現
行

OS
の
サ
ポ
ー
ト
が
終
了
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
的
運
用
や
利
便
性
向
上
の
観
点
か
ら
、

OS
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
行
う
。

○
２
０
２
５
年
の
地
域
医
療
構
想
の
実
現
の
た
め
に
は
、
医
療
提
供
体
制
を
踏
ま
え
た
看
護
職
の
人
材
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の

復
職
支
援
機
能
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

復
職
支
援
の
強
化

復
職
支
援
！

平
成

30
年
度

平
成

31
年
度

平
成

32
年
度
以
降

利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
機
能
改
修
の
検
討

無
料
職
業
紹
介
や
届
出
ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
ﾍ
ﾞｰ
ｽ
な
ど
ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ

OS
ﾊ
ﾞｰ
ｼ
ﾞｮ
ﾝ
ｱ
ｯﾌ
ﾟ・
ｸ
ﾗ
ｳ
ﾄﾞ
移
行

ﾃ
ﾞｰ
ﾀ
移
行

稼
働

ﾃ
ｽ
ﾄ

開
発

詳
細
設
計

基
本
設
計

求
人
検
索
機
能
の
強
化
（
条
件
緩
和
求
人
の
優
先
表
示
や
沿
線
検

索
等
）
、
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
評
価
指
標
機
能
の
開
発
な
ど

ﾃ
ｽ
ﾄ

開
発

詳
細
設
計

基
本
設
計

平
成

32
年

2月

稼
働

平
成

33
年
度
以
降
の
シ
ス
テ
ム
機
能
改
修
の
検
討

現
行

OS
サ
ポ
ー
ト
終
了

※
平
成

31
年
度
に
お
い
て
は
、
現
行

OS
サ
ポ
ー
ト
終
了
の
た
め
、

OS
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
を
優
先
。

【
現
状
】

①
看
護
職
の
相
談
員
に
よ
る
専
門
的
な
相
談
支
援

②
就
職
斡
旋
と
復
職
研
修
の
一
体
的
実
施
な
ど
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
、

き
め
細
や
か
な
対
応

③
求
人
施
設
に
も
無
料
で
職
業
紹
介
を
実
施

【
更
な
る
機
能
強
化
の
た
め
の
課
題
】

④
相
談
員
に
つ
い
て
、
看
護
職
へ
の
理
解
に
加
え
、
相
談
ス
キ
ル
の
強
化

⑤
求
職
者
側
、
求
人
側
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

経
由
し
た
求
職
者
登
録
の
強
化

⑥
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
職
業
紹
介
業
務
の
横
断
的
な
評
価
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ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
（
概
要
）

（
ア
）
中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

1か
所
（
各
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
中
央
機
関
）

（
イ
）
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

47
か
所
（
看
護
職
員
確
保
対
策
の
拠
点
と
し
て
無
料
職
業
紹
介
な
ど
の
事
業
を
行
う
機
関
）

各
都
道
府
県
の
看
護
職
員
確
保
対
策
の
拠
点
と
し
て
、
次
の
事
業
を
行
う
。

①
近
年
の
少
子
化
傾
向
か
ら
若
年
労
働
力
人
口
の
減
少
を
踏
ま
え
、
潜
在
看
護
職
員
の
就
業
促
進
を
行
う
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業

②
高
齢
社
会
の
到
来
に
対
応
す
る
た
め
の
訪
問
看
護
支
援
事
業
（
訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会
等
）

③
看
護
対
策
の
基
盤
と
な
る
「
看
護
の
心
」
の
普
及
に
関
す
る
事
業

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
組
織
図

中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
人
材
確
保
法
第

20
条
）

［
事
業
概
要
］

①
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
関
す
る
啓
発
活
動

②
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
つ
い
て
、
連
絡
調
整
、
指
導
そ
の
他
の
援
助

③
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
関
す
る
情
報
及
び
資
料
を
収
集
し
、
都
道
府
県

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
提
供

④
２
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
け
る
看
護
に
関
す
る
啓
発
活
動

⑤
そ
の
他
都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
－
の
健
全
な
発
展
及
び
看
護
師
等
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
業
務

都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
人
材
確
保
法
第

14
条
）

事
業
運
営
委
員
会

ナ
ー
ス
バ
ン
ク
・
「
看
護
の
心
」
普
及
事
業
部

［
事
業
内
容
］

（
１
）
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業

①
再
就
業
相
談
事
業

②
看
護
力
再
開
発
講
習
会

③
准
看
護
師
養
成
所
専
任
教
員
再
就
業
研
修

（
２
）
「
看
護
の
心
」
普
及
事
業

看
護
職
員
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
研
修
会

（
３
）
看
護
職
員
確
保
対
策
連
絡
協
議
会

（
４
）
電
算
機
（
N

C
C

S)
の
運
用

重
点
地
域
（
支
所
設
置
）

（
北
海
道
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
静
岡
県
等
）［
事
業
内
容
］

・
再
就
業
相
談
事
業

訪
問
看
護
支
援
事
業
部

［
事
業
内
容
］

（
１
）
訪
問
看
護
支
援
事
業

（
訪
問
看
護
師
か
ら
の
相
談
受
付
）

（
訪
問
看
護
業
務
の
実
態
把
握
）

（
２
）
訪
問
看
護
相
談
事
業

（
在
宅
療
養
者
等
に
対
す
る
相
談
・
普
及
）

（
３
）
訪
問
看
護
師
養
成
講
習
会

34
7,

63
3千
円

21
0,

75
9千
円

平
成

31
年
度
予
算
案

平
成

30
年
度
予
算
額

※
平
成

10
年
度
運
営
費
を
一
般
財
源
化

※
人
材
確
保
法
：
看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
４
年
）

中
央
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
事
業
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都
道

府
県

ナ
ー

ス
セ

ンタ
ー

に
よる

看
護

職
員

の
復

職
支

援
を

強
化

す
る

た
め

、看
護

師
等

人
材

確
保

促
進

法
を改

正
（

平
成

２
７

年
１

０
月

１
日

施
行

）
○
看
護
師
等
免
許
保
持
者
に
よ
る
届
出
制
度
の
創
設

－
看

護
職

員
が

病
院

等
を

離
職

した
際

な
どに

、連
絡

先
等

を
都

道
府

県
ナ

ー
ス

セ
ンタ

ー
へ

届
け

出
る

（
努

力
義

務
）

○
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

－
復

職
に

関
す

る
情

報
提

供
な

ど「
求

職
者

」に
な

る
前

の
段

階
か

ら総
合

的
な

支
援

、就
職

あ
っせ

ん
と復

職
研

修
の

一
体

的
実

施
な

どニ
ー

ズ
に

合
った

き
め

細
や

か
な

対
応

－
事

業
運

営
に

つ
い

て
地

域
の

医
療

関
係

団
体

が
協

議
、ハ

ロー
ワ

ー
ク等

と密
接

な
連

携
、支

所
等

の
整

備
に

よ
る

復
職

支
援

体
制

の
強

化

都
道
府
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
看
護
職
員
の
復
職
支
援
の
強
化

ニ
ー
ズ
に
応
じた

復
職
支
援

離
職

復
職

助
言

等
連

携
離
職
中
の
看
護
師
等

・子
育

て
中

・求
職

中
・免

許
取

得
後

、直
ち

に
就

業
しな

い
・定

年
退

職
後

な
ど

支
援

体
制

強
化

よ
り身

近
な

地
域

で
の

復
職

支
援

体
制

を強
化

（
支

所
等

の
整

備
）

ハ
ロー

ワ
ー

クや
医

療
勤

務
環

境
改

善
支

援
セ

ンタ
ー

等
と密

接
に

連
携

都
道

府
県

看
護

協
会

が
医

師
会

、病
院

団
体

等
と

ナ
ー

ス
セ

ンタ
ー

の
事

業
運

営
に

つ
い

て
協

議

※
代

行
届

出
も

可

届
出
情
報
に
基
づ
き
、離
職
後
も
一
定
の
つ
な
が
りを
確
保
し、
本

人
の
意
向
や
ラ
イ
フサ
イ
ク
ル
等
を
踏
ま
え
て
、

積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
して
支
援

【支
援
の
例
】

・復
職
意
向
の
定
期
的
な
確
認

・医
療
機
関
の
求
人
情
報
の
提
供

・復
職
体
験
談
等
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

・復
職
研
修
の
開
催
案
内

・｢
看
護
の
日
｣等
の
イ
ベ
ン
ト情
報

・そ
の
他
復
職
に
向
け
て
の
情
報
提
供

届
出
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

「と
どけ
る
ん
」

医
療
機
関
等
に
勤
務
す
る

看
護
師
等

離
職
時
の
届
出
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○
看

護
職

員
（

保
健

師
、

助
産

師
、

看
護

師
、

准
看

護
師

）
は

、
病

院
等

を
離

職
し

た
場

合
な

ど
に

お
い

て
、

住
所

、
氏

名
な

ど
の

情
報

を
都

道
府

県
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

に
届

け
出

る
よ

う
努

め
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

①
病

院
等

を
離

職
す

る
な

ど
以

下
の

場
合

■
病

院
等

を
離

職
し

た
場

合
※

「
病

院
等

」
と

は
、

病
院

、
診

療
所

、
助

産
所

、
介

護
老

人
保

健
施

設
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

を
行

う
事

業
所

を
い

う
。

■
保

健
師

、
助

産
師

、
看

護
師

、
准

看
護

師
の

業
に

従
事

し
な

く
な

っ
た

場
合

■
免

許
取

得
後

、
直

ち
に

就
業

し
な

い
場

合
■

平
成

２
７

年
１

０
月

１
日

に
お

い
て

、
現

に
業

務
に

従
事

し
て

い
な

い
看

護
師

等

②
既

に
届

け
出

た
事

項
に

変
更

が
生

じ
た

場
合

１
届
け
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ

■
氏

名
、

生
年

月
日

及
び

住
所

■
電

話
番

号
、

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
そ

の
他

の
連

絡
先

に
係

る
情

報
■

保
健

師
籍

、
助

産
師

籍
、

看
護

師
籍

又
は

准
看

護
師

籍
の

登
録

番
号

及
び

登
録

年
月

日
■

就
業

に
関

す
る

状
況

２
届
け
出
る
事
項

■
届

出
は

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

経
由

で
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

に
届

出
す

る
方

法
を

原
則

と
す

る
。

h
tt

p
s:

//
to

d
o
ke

ru
n
.n

u
rs

e
-c

e
n
te

r.
n
e
t/

to
d
o
ke

ru
n
/（

看
護

師
等

の
届

出
サ

イ
ト

「
と

ど
け

る
ん

」
）

３
届
け
出
る
方
法

４
関
係
者
に
よ
る
届
出
の
支
援

①
以

下
の

者
は

、
上

記
の

届
出

が
適

切
に

行
わ

れ
る

よ
う

必
要

な
支

援
を

行
う

よ
う

努
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
■

病
院

等
の

開
設

者
※

「
病

院
等

」
と

は
、

病
院

、
診

療
所

、
助

産
所

、
介

護
老

人
保

健
施

設
、

指
定

訪
問

看
護

事
業

を
行

う
事

業
所

を
い

う
。

■
保

健
師

、
助

産
師

、
看

護
師

、
准

看
護

師
の

学
校

及
び

養
成

所
の

設
置

者

②
「

支
援

」
と

は
、

看
護

職
員

に
対

し
て

届
出

を
行

う
よ

う
促

す
、

看
護

職
員

に
代

わ
っ

て
一

括
し

て
届

出
を

行
う

、
学

校
・

養
成

所
に

お
い

て
は

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
一

環
と

し
て

届
出

制
度

に
つ

い
て

学
生

を
教

育
す

る
等

■
看
護
師
等
人
材
確
保
法
に
基
づ
く
看
護
師
等
免
許
保
持
者
の
届
出
（
平
成
2
7
年
1
0
月
1
日
施
行
）
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ナ
ー

ス
セ

ン
タ

ー
と

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
連

携
に

よ
り

、
看

護
師

等
（

看
護

師
、

准
看

護
師

、
保

健
師

、
助

産
師

）
へ

の
就

業
を

希
望

す
る

者
と

地
域

の
医

療
機

関
等

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

強
化

を
実

施
。

【
主

な
事

業
内

容
】

①
支

援
対

象
の

求
職

者
及

び
求

人
に

関
す

る
情

報
の

共
有

②
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
の

ス
ペ

ー
ス

を
活

用
し

た
ナ

ー
ス

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
巡

回
相

談
の

実
施

③
両

者
の

緊
密

な
連

携
に

よ
る

、
支

援
対

象
の

医
療

機
関

等
を

対
象

と
し

た
求

人
充

足
支

援

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
連
携
事
業
の
概
要

①
支
援
対
象
の
求
職
者
及
び

求
人
に
関
す
る
情
報
の
共
有

②
巡
回
相
談

出
張

医
療
機
関
等
の

ニ
ー
ズ
の
把
握

↓
求
人
と
し
て
具
体
化

・
ナ
ー
ス
経
験
者
に
よ
る
専
門
的
な

見
地
に
立
っ
た
職
業
相
談

・
病
院
の
詳
細
情
報
や
最
新
の
医
療

技
術
に
関
す
る
知
識
等
の
提
供

③
求
人
充
足
支
援

管
理
選
考
、

面
接
会
等
の
開
催

事
業

目
的

及
び

事
業

内
容

平
成
３
１
年
度
予
算
案

医
療
提
供
体
制
推
進
事
業
費
補
助
金

２
３
０
億
円
の
内
数

人
材
確
保
対
策
コ
ー
ナ
ー
等
運
営
費

３
４
億
円
の
内
数
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助
産
師
活
用
推
進
事
業

＜
助

産
師

活
用

の
背

景
＞

○
積

極
的

な
助

産
師

活
用

の
場

と
し

て
、
院

内
助

産
、

助
産

師
外

来
、

助
産

所
等

が
挙

げ
ら

れ
、
医

師
と

の
協

働
の

も
と

、
そ

の
専

門
性

を
さ

ら
に

活
用

す
る

こ
と

で
、

地
域

に
お

け
る

安
全

・
安

心
・

快
適

な
お

産
の

場
を

確
保

す
る

と
と

も
に

、
妊

婦
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

こ
と

が
期

待
さ

れ
る

。
○

医
師

の
働

き
方

改
革

の
実

現
に

向
け

、
医

師
以

外
の

職
種

へ
の

タ
ス

ク
シ

フ
テ

ィ
ン

グ
・
タ

ス
ク

シ
ェ

ア
リ
ン

グ
の

推
進

が
求

め
ら

れ
て

お
り
、
産

科
医

療
機

関
に

お
い

て
は

、
産

科
医

師
の

負
担

軽
減

を
目

的
と

し
た

、
助

産
師

の
積

極
的

な
活

用
の

推
進

が
必

要
。

出
向

元
出

向
先

正
常

分
娩

の
介

助
経

験
を

増
や

し
た

い

►
多

く
の

助
産

師
が

就
業

し
て

い
る

高
度

医
療

機
関

に
お

い
て

は
、
ハ

イ
リ
ス

ク
妊

産
婦

の
増

加
に

よ
り
、
正

常
分

娩
の

介
助

経
験

を
積

み
重

ね
る

こ
と

が
困

難

助
産

所
と
嘱

託
医

療
機

関
等

の

連
携

に
係

る
支

援

出
向

に
よ

り
、
分

娩
経

験
等

を
得

ら
れ

助
産

実
践

能
力

が
向

上
○

協
議

会
※

の
設

置
○

実
践

能
力

の
高

い
助

産
師

を
育

成
※

既
存

の
看

護
職

員
確

保
、

助
産

師
出

向
支

援
等

の
協

議
会

で
も

可
（都

道
府

県
看

護
協

会
、

助
産

師
会

、
都

道
府

県
医

師
会

・
産

婦
人

科
医

会
、

都
道

府
県

行
政

担
当

者
、

学
識

経
験

者
等

）

助
産

所
に

お
い

て
、

嘱
託

医
療

機
関

等
を

円
滑

に
確

保
で

き
る

よ
う

支
援

産
婦
人
科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
院
内
助
産
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
メ
リ
ッ
ト
が
示
さ
れ
て
い
る
。

助
産

ケ
ア

中
心

の
妊

娠
・出

産
支

援

シ
ス

テ
ム

の
メ

リ
ッ

ト
L
o
w

 r
is
k
妊

娠
お

よ
び

分
娩

に
対

し
て

は
、
助

産
ケ

ア
を

中
心

と
し

た
管

理
が

、
予

後
を

損
な

う
こ

と
な

く
妊

婦
か

ら
肯

定
的

（満
足

度
が

高
い

）評
価

を
受

け
る

可
能

性
が

あ
る

。
研

究
結

果
は

、
「
助

産
師

が
責

任
を

持
ち

、
妊

娠
か

ら
分

娩
ま

で
助

産
師

が
深

く
関

与
し

た
場

合
は

、
当

該
褥

婦
の

満
足

度
が

高
い

こ
と

」を
指

摘
し

て
お

り
、
全

妊
娠

お
よ

び
分

娩
の

約
3
割

は
全

妊
娠

期
全

期
間

を
通

じ
て

数
回

の
医

師
の

み
（
助

産
ケ

ア
を

中
心

と
し

て
妊

娠
お

よ
び

分
娩

管
理

を
行

う
）
で

良
好

な
妊

娠
予

後
が

得
ら

れ
る

こ
と

を
示

唆
し

て
い

る
。
（
産

婦
人

科
診

療
ガ

イ
ド
ラ

イ
ン

2
0
1
7
）

産
科

医
師

等
を

対
象

に
、
院

内
助

産
等

の
実

施

ま
で

の
プ

ロ
セ

ス
や

効
果

等
に

つ
い

て
の

理
解

促
進

を
目

的
と

し
た

取
組

を
実

施

院
内

助
産

等
の

実
施

に
関

す
る

講
演

・セ
ミ
ナ

ー
・

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
院

内
助

産
・
助

産
師

外
来

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

改
訂

版
（
Ｈ

3
0
）
の

周
知

院
内

助
産

・
助

産
師

外
来

を
実

施
す

る
た

め
に

は
、

産
科

医
師

等
の

理
解

・協
力

が
必

要

院
内

助
産

・助
産

師
外

来
の

実
際

及
び

効
果

に
つ

い
て

の
理

解
促

進

在
籍

出
向

に
よ

る
研

修

「
院

内
助

産
」

緊
急

時
の

対
応

が
可

能
な

医
療

機
関

に
お

い
て

、
助

産
師

が
妊

産
褥

婦
と

そ
の

家
族

の
意

向
を

尊
重

し
な

が
ら

、
妊

娠
か

ら
産

褥
１

か
月

頃
ま

で
、

正
常

・
異

常
の

判
断

を
行

い
、

助
産

ケ
ア

を
提

供
す

る
体

制
。

（
※

医
療

法
に

お
け

る
「
助

産
所

」
に

は
該

当
し

な
い

）

「
助

産
師

外
来

」
緊

急
時

の
対

応
が

可
能

な
医

療
機

関
に

お
い

て
、

助
産

師
が

医
師

と
役

割
分

担
を

し
、

妊
産

褥
婦

と
そ

の
家

族
の

意
向

を
尊

重
し

な
が

ら
、

健
康

診
査

や
保

健
指

導
を

行
う

こ
と

。

平
成
3
1
年
度
予
算
案
医
療
提
供
体
制
推
進
事
業
費
補
助
金
２
３
０
億
円
の
内
数

（
平
成
3
0年
度
予
算
額
２
２
９
億
円
の
内
数
）

医
療

機
関

（
妊

産
婦

の
異

常
に

対
応

す
る

医
療

機
関

）

助
産

所

連
携

（
都

道
府

県
助

産
師

会
等

）

連
携

医
療

機
関

確
保

の
た

め
の

•
支

援
・調

整
•

相
談

窓
口

の
設

置
•

調
査

・ヒ
ア

リ
ン

グ
•

研
修

会
・カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

等

74
.1

0%

70
.4

0%

45
.3

0%

25
.2

0%

助
産

師
の

確
保

導
入

・再
開

に
あ

た
っ

て
の

費
用

補
助

他
職

種
の

理
解

・協
力

そ
の

他院
内

助
産

開
設

に
向

け
て

の
課

題

希
望

が

あ
る

4
1
%

希
望

は

な
い

4
9
%

無
回

答

1
0
%

希
望

が

あ
る

6
4
%

希
望

は

な
い

2
9
%

無
回

答

7
%

院
内

助
産

開
設

の
希

望
助

産
師

外
来

開
設

の
希

望

箇
所

数
分

娩
取

扱
い

箇
所

数
導

入
率

院
内

助
産

病
院

1
2
7

1
,0

4
1

1
2
%

診
療

所
3
9

1
,2

4
3

3
%

助
産

師
外

来
病

院
5
5
9

1
,0

4
1

5
4
%

診
療

所
3
8
8

1
,2

4
3

3
1
%

院
内

助
産

・助
産

師
外

来
の

開
設

数
及

び
導

入
率

出
典
：
平
成

28
年
度
分
娩
施
設
に
お
け
る
ウ
ｲメ
ン
ズ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
と
助
産
ケ
ア
提
供
状
況
等
に
関
す
る
実
態
調
査
（
日
本
看
護
協
会
）
※
看
護
管
理
者
（
看
護
部
長
、
産
科
関
連
病
棟
師
長
、
外
来
師
長
）
が
回
答

（
病
院
）

（
病
院
）

継
続

助
産

師
出

向
の

検
討

、
計

画
立

案
、
運

営
、
評

価
等

継
続
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平
成
3
1
年
度
予
算
案
6
2
,3
5
5
千
円
（
平
成
3
0
年
度
予
算
額
6
2
,3
7
2
千
円
）

経
済
連
携
協
定
に
基
づ
き
入
国
す
る
外
国
人
看
護
師
候
補
者
を
円
滑
か
つ
適
正
に
受
け
入
れ
る
た
め
、
国
内
説
明
会
の
開
催
や
看
護
分
野
の
基
礎
研

修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
外
国
人
看
護
師
候
補
者
受
入
施
設
に
お
け
る
就
労
・
研
修
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
看
護
専
門
家
及
び
日
本
語
専
門
家
等
に
よ
る

受
入
施
設
に
対
す
る
巡
回
訪
問
を
実
施
し
、
看
護
分
野
や
日
本
語
の
研
修
方
法
等
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
と
も
に
、
受
入
施
設
や
候
補
者
か
ら
の
相
談
・
苦

情
等
に
対
応
す
る
。

（
対
象
経
費
）
人
件
費
、
謝
金
、
旅
費
、
光
熱
水
料
、
賃
金
及
び
借
料
、
消
耗
品
費
等

（
委
託
先
）

公
益
社
団
法
人
国
際
厚
生
事
業
団
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
）

平
成
3
1
年
度
予
算
案
1
0
3
,6
4
0
千
円
（
平
成
3
0
年
度
予
算
額
1
0
3
,6
4
2
千
円
）

外
国
人
看
護
師
候
補
者
に
対
し
、
看
護
専
門
分
野
を
中
心
と
し
た
日
本
語
習
得
研
修
の
充
実
を
図
る
た
め
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
を

構
築
・
運
用
す
る
と
と
も
に
、
候
補
者
に
対
す
る
定
期
的
な
集
合
研
修
の
実
施
や
受
入
施
設
の
研
修
責
任
者
等
に
対
す
る
研
修
計
画
の
助
言
等
を
行
う
。

（
対
象
経
費
）
謝
金
、
旅
費
、
会
場
借
料
、
印
刷
製
本
費
、
消
耗
品
費
、
委
託
費
等

（
委
託
先
）

公
募
に
よ
り
選
定

平
成
3
1
年
度
予
算
案
医
療
提
供
体
制
推
進
事
業
費
補
助
金
2
3
0
億
円
の
内
数

（
平
成
3
0
年
度
予
算
額
2
2
9
億
円
の
内
数
）

外
国
人
看
護
師
候
補
者
が
就
労
す
る
上
で
必
要
な
日
本
語
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ⅰ
）
日
本
語
学
校
・
養
成
校
へ
の
修
学
又
は
講
師
を
招
へ
い
す

る
た
め
に
必
要
な
経
費
ⅱ
）
研
修
指
導
者
等
経
費
や
物
件
費
の
財
政
支
援
を
行
う
。

（
補
助
先
）

都
道
府
県
（
間
接
補
助
先
：
外
国
人
看
護
師
候
補
者
受
入
施
設
）

（
対
象
経
費
）
報
償
費
等

（
基
準
額
）

ⅰ
）
1
1
7
千
円
/
人

ⅱ
）
4
6
1
千
円
/
施
設

（
補
助
率
）

定
額

経
済
連
携
協
定
（
E
P
A
）
に
伴
う
外
国
人
看
護
師
受
入
関
連
事
業

外
国
人
看
護
師
・介
護
福
祉
士
受
入
支
援
事
業

外
国
人
看
護
師
候
補
者
学
習
支
援
事
業

外
国
人
看
護
師
候
補
者
就
労
研
修
支
援
事
業
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○
妊
産
婦
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
院
内
助
産
・
助
産
師
外
来
の
施
設
・
設
備
整
備

院
内

助
産

や
助

産
師

外
来

を
開

設
し

よ
う

と
す

る
産

科
を

有
す

る
病

院
・

診
療

所
の

増
改

築
・

改
修

や
、

体
制

整
備

に
必

要
な

備
品

の
設

置
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
で
実
施
す
る
主
な
看
護
関
係
事
業
（
例
）
に
つ
い
て

(
1
)
病
床
の
機
能
分
化
・
連
携

(
2
)
在
宅
医
療
（
歯
科
・
薬
局
を
含
む
）
の
推
進

○
在
宅
医
療
推
進
協
議
会
の
設
置
・
運
営

県
内

の
在

宅
医

療
の

推
進

を
図

る
た

め
、

在
宅

医
療

関
係

者
等

で
構

成
す

る
多

職
種

協
働

に
よ

る
「

在
宅

医
療

推
進

協
議

会
」

の
設

置
。

訪
問

看
護

に
関

す
る

課
題

、
対

策
等

を
検

討
す

る
た

め
訪

問
看

護
関

係
者

で
構

成
す

る
「

訪
問

看
護

推
進

協
議

会
」

を
設

置
し

、
保

健
所

に
お

け
る

圏
域

連
携

会
議

の
開

催
を

促
進

す
る

。
上

記
協

議
会

を
開

催
す

る
た

め
の

会
議

費
、

諸
謝

金
等

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

○
訪
問
看
護
の
促
進
、
人
材
確
保
を
図
る
た
め
の
研
修
等
の
実
施

訪
問

看
護

の
安

定
的

な
提

供
体

制
を

整
備

す
る

た
め

の
機

能
強

化
型

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
設

置
支

援
等

、
訪

問
看

護
の

人
材

育
成

及
び

人
材

確
保

を
推

進
す

る
た

め
の

退
院

調
整

研
修

や
人

事
交

流
派

遣
支

援
等

、
訪

問
看

護
の

認
知

度
を

高
め

、
訪

問
看

護
の

役
割

を
地

域
に

浸
透

さ
せ

る
た

め
の

講
演

会
等

を
実

施
す

る
。

上
記

の
研

修
等

の
実

施
に

必
要

な
経

費
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。

○
特
定
行
為
に
係
る
看
護
師
の
研
修
制
度
の
推
進
の
た
め
の
事
業
の
実
施

訪
問

看
護

に
お

け
る

特
定

行
為

を
実

施
し

た
事

例
の

収
集

、
効

果
・

課
題

等
の

検
証

に
係

る
経

費
や

、
訪

問
看

護
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
に

所
属

す
る

看
護

師
の

特
定

行
為

研
修

の
受

講
に

係
る

経
費

な
ど

、
地

域
に

お
け

る
特

定
行

為
に

係
る

看
護

師
の

研
修

制
度

の
普

及
を

推
進

す
る

た
め

の
経

費
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。
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○
看
護
師
等
養
成
所
に
お
け
る
教
育
内
容
の
向
上
を
図
る
た
め
の

体
制
整
備

看
護

師
等

養
成

所
に

お
け

る
教

育
内

容
の

向
上

を
図

る
た

め
、

専
任

教
員

の
配

置
や

実
習

経
費

な
ど

養
成

所
の

運
営

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

○
新
人
看
護
職
員
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
の
実
施

看
護

の
質

の
向

上
や

安
全

な
医

療
の

確
保

、
早

期
離

職
防

止
の

観
点

か
ら

、
新

人
看

護
職

員
に

対
す

る
臨

床
研

修
実

施
の

た
め

の
経

費
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。

○
看
護
職
員
の
負
担
軽
減
に
資
す
る
看
護
補
助
者
の
活
用
も

含
め
た
看
護
管
理
者
の
研
修
の
実
施

看
護

管
理

者
向

け
に

看
護

管
理

者
の

活
用

も
含

め
た

看
護

サ
ー

ビ
ス

管
理

能
力

の
向

上
の

た
め

の
研

修
を

実
施

す
る

た
め

の
経

費
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。

○
看
護
職
員
の
就
労
環
境
改
善
の
た
め
の
体
制
整
備

短
時

間
正

規
雇

用
な

ど
多

様
な

勤
務

形
態

等
の

導
入

や
総

合
相

談
窓

口
の

設
置

、
看

護
業

務
の

効
率

化
や

職
場

風
土

改
善

の
研

修
等

を
行

う
た

め
の

経
費

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

(
3
)
医
療
従
事
者
等
の
確
保
・
養
成

○
看
護
師
等
養
成
所
の
施
設
・
設
備
整
備

看
護

師
等

養
成

所
の

新
築

・
増

改
築

に
係

る
施

設
整

備
や

、
開

設
に

伴
う

初
度

設
備

整
備

、
在

宅
看

護
自

習
室

の
新

設
に

係
る

備
品

購
入

、
修

業
年

限
の

延
長

に
必

要
な

施
設

整
備

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

○
看
護
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
の
実
施

看
護

職
員

を
対

象
と

し
た

資
質

向
上

を
図

る
た

め
の

研
修

等
を

開
催

す
る

た
め

の
経

費
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。

○
看
護
職
員
の
定
着
促
進
の
た
め
の
宿
舎
整
備

看
護

職
員

の
離

職
防

止
対

策
の

一
環

と
し

て
、

看
護

師
宿

舎
の

整
備

に
対

す
る

支
援

を
行

う
。

○
看
護
職
員
の
勤
務
環
境
改
善
の
た
め
の
施
設
整
備

病
院

の
ナ

ー
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

、
仮

眠
室

、
処

置
室

、
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

ル
ー

ム
等

の
拡

張
や

新
設

に
よ

り
看

護
職

員
が

働
き

や
す

い
合

理
的

な
病

棟
づ

く
り

と
す

る
た

め
に

必
要

な
施

設
整

備
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。

○
各
医
療
機
関
の
勤
務
環
境
改
善
や
再
就
業
促
進
の
取
組
へ
の
支
援
（
院
内
保
育
所
整
備
・
運
営
等
）

計
画

的
に

勤
務

環
境

の
改

善
を

行
う

医
療

機
関

に
対

し
て

、
医

療
ク

ラ
ー

ク
・

看
護

補
助

者
の

配
置

な
ど

の
医

療
従

事
者

の
働

き
方

・
休

み
方

の
改

善
に

資
す

る
取

組
、

専
門

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
助

言
指

導
、

業
務

省
力

化
・

効
率

化
な

ど
勤

務
環

境
改

善
に

資
す

る
IC

T
シ

ス
テ

ム
の

導
入

、
院

内
保

育
所

の
整

備
・

運
営

な
ど

の
働

き
や

す
さ

確
保

の
た

め
の

環
境

整
備

な
ど

、
改

善
計

画
を

進
め

る
医

療
機

関
の

取
組

を
支

援
す

る
。

○
医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営

医
師

・
看

護
師

等
の

医
療

従
事

者
の

離
職

防
止

・
定

着
促

進
を

図
る

こ
と

を
目

指
し

、
P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

を
活

用
し

て
勤

務
環

境
改

善
に

向
け

た
取

組
を

行
う

た
め

の
仕

組
み

を
活

用
し

て
勤

務
環

境
改

善
に

取
り

組
む

各
医

療
機

関
に

対
し

て
総

合
的

・
専

門
的

な
支

援
を

行
う

た
め

に
設

置
さ

れ
る

「
医

療
勤

務
環

境
改

善
支

援
セ

ン
タ

ー
」

を
都

道
府

県
が

運
営

す
る

た
め

の
経

費
に

対
す

る
支

援
を

行
う

。
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平成３１年度地域保健対策関係予算（案）の概要 

厚生労働省健康局健康課保健指導室 

平成３０年１２月 

 

 

 

 

 

 地域住民の健康の保持及び増進並びに地域住民が安心して暮らせる地域社会の実現を目

指した地域保健対策を総合的に推進する。 

（主な事業）地域保健総合推進事業                   １．５億円 

 

 

地域保健従事者に対する人材育成の中核となる保健所等を中心とした現任教育体制の構

築を推進するとともに、円滑な人材育成を実施するための支援策を講ずる。 

（主な事業）地域保健従事者現任教育推進事業                       ３９百万円 

 

 

広域的な地域・職域保健の連携を図り、生涯を通じた継続的な保健サービスの提供体制

を整備する。 

（主な事業）地域・職域連携推進事業                               ６４百万円 

 

 

 地域での健康危機管理体制の確保のための体制の整備等を図る。 

（主な事業） 

保健所の健康危機管理体制確保のための非常用自家発電設備の整備       １２億円 

 

 

 

 

東日本大震災により長期にわたり仮設住宅で生活する被災者の健康状態の悪化を防ぐた

め、被災３県（岩手、宮城、福島）における仮設住宅に居住する被災者を対象とした各種

健康支援活動やその提供体制づくりの推進に必要な経費について財政支援を行う。 

・被災地健康支援事業  

（交付先）岩手県、宮城県、福島県 

 

※ 他局計上分を含む。 

被災地健康支援事業については、被災者支援総合交付金（復興庁所管）１７７億円

の内数として一括計上のため、地域保健対策関係予算の合計額に含まれない。 

地域保健対策               １９億円※ 

２．人材育成対策の推進         ５６百万円 

５．被災地の健康支援活動に対する支援【復興】 

           被災者支援総合交付金（復興庁所管）１７７億円の内数 

４．地域健康危機管理対策の推進      １６億円 

３．地域・職域連携体制等の推進     ６５百万円 

１．地域保健対策の総合的な推進     １．９億円 
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平成３１年度母子保健対策関係予算案の概要 

厚生労働省子ども家庭局母子保健課 

 

（平成30年度予算）  （平成31年度予算案） 

25,639百万円  →   27,597百万円 

                                                                           

すべての子どもが健やかに育つ社会の実現を目指し、母子保健にかかる様々な取組を

推進する国民運動計画である「健やか親子21」を基盤とし、地域における切れ目のない

妊娠・出産等への支援を推進する。 

 

１  母子保健医療対策の推進         21,465百万円 → 23,149百万円 

～地域における切れ目のない妊娠・出産支援等の推進～ 

 

（１） 子育て世代包括支援センターの全国展開等 

                         3,632百万円 → 3,803百万円 

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援を提供する子育て世代包括支援セン

ターの全国展開に向け、その設置促進を図るとともに、家庭や地域での孤立感の解消

を図るために相談支援を行う「産前・産後サポート事業」や、退院直後の母子への心身

のケアや育児のサポート等を行う「産後ケア事業」などを実施し、より身近な場で妊産

婦等を支えるための総合的な支援体制の構築を図る。 

※「子育て世代包括支援センター」（運営費）については、利用者支援事業（内閣府予算に計上）を活

用して実施。 

                            （平成30年度）  （平成31年度） 

・産前・産後サポート事業                 400市町村 →  477市町村 

・産後ケア事業                           520市町村 →  961市町村 

・子育て世代包括支援センター開設準備事業  200市町村 → 200市町村 

 

（２） 生涯を通じた女性の健康支援事業            297百万円 → 253百万円 

生涯を通じた女性の健康の保持増進等を図ることを目的とし、「健康教育事業」、「女

性健康支援センター事業」、「不妊専門相談センター事業」、「HTLV-1母子感染対策事業」

を実施。 

このうち、「不妊専門相談センター事業」については、「ニッポン一億総活躍プラン」

を踏まえ、全都道府県・指定都市・中核市への配置を促進する。 

また、女性の心身に関する悩みや予期せぬ妊娠等の相談対応を行っている「女性健

康支援センター事業」において、特定妊婦と疑われる者を把握した場合には、早期から

の支援が受けられるよう、医療機関等へ確実につなぐ体制を整備する。 

  ※平成 30 年度厚生労働省行政事業レビュー（公開プロセス）において、事業の執行状況等を勘案し、

適切な予算額にすべきとの指摘がなされたこと等を踏まえ、予算額全体の見直しを行った。 

                            （平成30年度）  （平成31年度） 

・不妊専門相談センター事業                89か所  →  105か所 
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（３） 産婦健康診査事業                   1,073百万円 → 1,268百万円 

産後うつの予防や新生児への虐待予防等を図る観点から、産婦健康診査の費用を助

成することにより、産後の初期段階における母子に対する支援を強化する。 

                    （平成30年度）  （平成31年度） 

・産婦健康診査事業             214,554件 →  338,180件 

 

（４） 不妊治療への助成                  16,267百万円 → 16,376百万円 

不妊治療の経済的負担の軽減を図るため、高額な医療費がかかる不妊治療に要する

費用について助成を行う。また、夫婦ともに不妊治療が必要な場合は、医療費も更に高

額になることから、その経済的負担を軽減するため、男性不妊の初回治療にかかる助

成の拡充（15万円→30万円）を図る。 

 

（５）母子保健情報の利活用にかかるシステム改修【新規】     0百万円 → 1,251百万円 

乳幼児健康診査等の母子保健情報の利活用を推進し、子ども時代の適切な健康管理

や、自治体等における効果的・効率的な保健指導等が行えるよう、市町村システムの改

修を支援する。 

 

（６） 新生児聴覚検査の体制整備事業              49百万円 → 49百万円 

聴覚障害の早期発見・早期療育が図られるよう、新生児聴覚検査に係る協議会の設

置、研修会の実施や普及啓発等により都道府県における推進体制を整備する。 

 

（７） 子どもの心の診療ネットワーク事業            116百万円 → 117百万円 

様々な子どもの心の問題に対応するため、都道府県等における拠点病院を中核とし、

医療機関や保健福祉機関等と連携した支援体制の構築を図るための事業を実施すると

ともに、災害時の子どもの心の支援体制づくりを実施する。 

 

 

２  未熟児養育医療等                 3,665百万円 → 3,636百万円 

身体の発育が未熟のまま生まれた未熟児に対する医療の給付等を行う。また、特に

長期の療養を必要とする結核児童に対する医療の給付を行うとともに、必要な学習用

品・日用品を支給する。 

 

 

３ 研究事業の充実（成育疾患克服等総合研究事業及び健やか次世代育成総合研究事業）  

428百万円 → 729百万円 

生涯にわたる健康の礎をなす妊娠期、小児期の心身の健康課題や、近年の社会及び家

庭環境の変化等により多様化している課題等の解決に向け、病態の解明や予防及び治療

のための研究開発を行うとともに、保健・医療・福祉分野に関する政策提言型の基盤的

研究を実施することにより、母子保健対策の充実を図る。 
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４  健やか親子２１（第２次）の推進               20百万円 → 20百万円 

母子保健にかかる様々な取組を推進する国民運動計画である「健やか親子２１」に

ついて、国民運動としてより効果的な取組を進めるための普及啓発を実施する。また、

第２次計画（平成 27 年度から 10 年間）の中間評価を実施し、取組の推進に向けた計

画の見直し等を行う。 

 

５  その他                             62百万円 → 63百万円 

上記施策の他、母子保健に携わる指導的立場にある者に対する研修などを実施する。 
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(カ
)医
療
・
介
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➂
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介
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携
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、
地
域
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、
都
道
府
県
医
師
会
等
関
係
団
体
と
緊
密
に
連
携
し
つ
つ
、
保

健
所
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
区
町
村
と
郡
市
区
医
師
会
等
関
係
団
体
等
と
の
協
議
の
支
援
や
、
複
数
市
区
町
村
の
共
同
実
施
に
向
け
た
調
整
等
に
よ
り
支
援
。

○
国
は
、
事
業
実
施
関
連
の
資
料
や
手
引
き
、
事
例
集
の
整
備
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
等
に
よ
り
支
援
す
る
と
と
も
に
、
都
道
府
県
を
通
じ
て
実
施
状
況
を
把
握
。

事
業
項
目
と
事
業
の
進
め
方
の
イ
メ
ー
ジ

在 宅 医 療･ 介 護 連 携 の 推 進

（
イ
）
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
課
題
の
抽
出
と

対
応
策
の
検
討

■
地
域
の
医
療
・
介
護
関
係
者
等
が
参
画
す
る
会
議
を
開
催
し
、

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
現
状
を
把
握
・
共
有
し
、
課
題
の
抽

出
、
対
応
策
を
検
討

（
ア
）
地
域
の
医
療
・
介
護
の
資
源
の
把
握

■
地
域
の
医
療
機
関
、
介
護
事
業
所
の
機
能
等
を
情
報
収
集

■
情
報
を
整
理
し
リ
ス
ト
や
マ
ッ
プ
等
必
要
な
媒
体
を
選
択
し
て

共
有
・
活
用

（
ウ
）
切
れ
目
の
な
い
在
宅
医
療
と
在
宅
介
護
の
提
供
体
制
の
構
築

■
地
域
の
医
療
・
介
護
関
係
者
の
協
力
を
得
て
、
在
宅
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
の
構
築
を
推
進

市
区
町
村

医
療
関
係
者

介
護
関
係
者

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
で
継
続
的
に

実
施
す
る
こ
と
で
成
長

➂
（
ア
）
（
イ
）
に
基
づ
い
た
取
組
の
実
施

（
エ
）
在
宅
医
療
・
介
護
関
係
者
の
情
報
共
有
の
支
援

■
情
報
共
有
シ
ー
ト
、
地
域
連
携
パ
ス
等
の
活
用
に
よ
り
、
医
療
・
介
護
関
係
者

の
情
報
共
有
を
支
援

■
在
宅
で
の
看
取
り
、
急
変
時
の
情
報
共
有
に
も
活
用

（
オ
）
在
宅
医
療
・
介
護
関
係
者
に
関
す
る
相
談
支
援

■
医
療
・
介
護
関
係
者
の
連
携
を
支
援
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
等
に
よ

る
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
・
運
営
に
よ
り
、
連

携
の
取
組
を
支
援

（
キ
）
地
域
住
民
へ
の
普
及
啓
発

■
地
域
住
民
を
対
象
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
の
開
催

■
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
、
区
報
、
H
P
等
を
活
用
し
た
、
在
宅
医
療
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
普
及
啓
発

■
在
宅
で
の
看
取
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
の
開
催
等

（
ク
）
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
に
関
す
る
関
係
市
区
町
村
の
連
携

■
同
一
の
二
次
医
療
圏
内
に
あ
る
市
区
町
村
や
隣
接
す
る
市
区
町
村
等
が
連
携
し

て
、
広
域
連
携
が
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
検
討

➀
地
域
の
医
療
介
護
連
携
の
実
態
把
握
、
課
題

の
検
討
、
課
題
に
応
じ
た
施
策
立
案

➁
地
域
の
関
係
者
と
の
関
係
構
築
・
人
材
育
成

（
カ
）
医
療
・
介
護
関
係
者
の
研
修

■
地
域
の
医
療
・
介
護
関
係
者
が
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
を
通
じ
、

多
職
種
連
携
の
実
際
を
習
得

■
介
護
職
を
対
象
と
し
た
医
療
関
連
の
研
修
会
を
開
催
等

＊
図
の
出
典
：
富
士
通
総
研
「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
多
職
種
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
調
査
研
究
事
業
」
（
平
成
2
7
年
度
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
）
報
告
書
を
一
部
改
変

包
括
的
支
援
事
業
（
社
会
保
障
充
実
分
）

5
3
4
億
円
の
内
数

老
健
局
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専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
（
平
成
2
6
年
1
0
月
制
度
開
始
）

＜
特
に
労
働
者
の
中
長
期
的
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
資
す
る
教
育
訓
練
受
講
を
対
象
＞

一
般
教
育
訓
練
給
付
（
平
成
1
0
年
1
2
月
制
度
開
始
）

＜
左
記
以
外
の
雇
用
の
安
定
・
就
職
の
促
進
に
資
す
る
教
育
訓
練
受
講
を
対
象
＞

給
付
内
容
○
受
講
費
用
の
5
0
％
（
上
限
年
間
4
0
万
円
）
を
６
か
月
ご
と
に
支
給
。

○
訓
練
修
了
後
１
年
以
内
に
、
資
格
取
得
等
し
、
就
職
等
し
た
場
合
に
は
、

受
講
費
用
の
2
0
％
（
上
限
年
間
1
6
万
円
）
を
追
加
支
給
。

○
受
講
費
用
の
2
0
％
（
上
限
年
間
10
万
円
）
を
受
講
修
了
後
に
支
給
。

支
給
要
件
＋
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
期
間
３
年
以
上
（
初
回
の
場
合
は
２
年
以
上
）

＋
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
期
間
３
年
以
上
（
初
回
の
場
合
は
1
年
以
上
）

対
象
講
座
数

2
,1
7
5
講
座
（
平
成
3
0
年
1
0
月
時
点
）

累
計
新
規
指
定
講
座
数
2
,9
5
0
講
座
※
平
成
2
9
年
４
月
時
点
の
給
付
対
象
講
座
数
に
、
そ
の
後
新
規
指
定
さ
れ
た
講
座
数
を
加
え
た
数

1
1
,5
4
6
講
座
（
平
成
3
0
年
1
0
月
時
点
）

受
給
者
数
1
3
,2
2
9
人
（
平
成
2
9
年
度
実
績
）
／
2
8
,7
2
6
人
（
制
度
開
始
～
平
成
2
9
年
度
）
※
い
ず
れ
も
初
回
受
給
者
数

9
9
,9
7
8
人
（
平
成
2
9
年
度
実
績
）

対
象
講
座

指
定
要
件

（
講
座
の
内

容
に
関
す
る

主
な
も
の
）

次
の
①
～
⑦
の
類
型
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
（
【
】
内
は
講
座
期
間
・
時
間
要
件
）

か
つ
、
類
型
ご
と
の
講
座
レ
ベ
ル
要
件

を
満
た
す
も
の
を
指
定
。

①
業
務
独
占
資
格
又
は
名
称
独
占
資
格
に
係
る
、
い
わ
ゆ
る
養
成
施
設
の
課
程

（
看
護
師
・
準
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
の
養
成
課
程
等
）
【
原
則
１
年
以
上
３
年
以
内
で
、
か
つ
取
得
に
必
要
な
最

短
期
間
（
法
令
上
の
最
短
期
間
が
４
年
の
管
理
栄
養
士
の
課
程
及
び
法
令
上
の
最
短
期
間
が
３
年
の
養
成
課
程
で

あ
っ
て
定
時
制
に
よ
り
訓
練
期
間
が
４
年
と
な
る
も
の
を
含
む
※
５
）
】

②
専
門
学
校
の
職
業
実
践
専
門
課
程
等
(キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
※
５
を
含
む
)

（
商
業
実
務
、
経
理
・
簿
記
等
）
【
２
年
（
キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
1
2
0
時
間
以
上
２
年
未
満
）
】

③
専
門
職
大
学
院
（
M
B
A
等
）

【
２
年
以
内
（
資
格
取
得
に
つ
な
が
る
も
の
は
、
３
年
以
内
で
取
得
に
必
要
な
最
短
期
間
）
】

④
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
子
育
て
女
性
の
リ
カ
レ
ン
ト
課
程
等
）
※
１

【
正
規
課
程
：
１
年
以
上
２
年
以
内
、
特
別
の
課
程
：
時
間
が
1
2
0
時
間
以
上
か
つ
期
間
が
２
年
以
内
】

⑤
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
情
報
通
信
技
術
に
関
す
る
資
格
取
得
を
目
標
と
す
る
課
程

（
情
報
処
理
安
全
確
保
支
援
士
等
）
※
２

【
時
間
が
1
2
0
時
間
以
上
（
Ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｓ
レ
ベ
ル
４
相
当
以
上
の
も
の
に
限
り
30
時
間
以
上
※
３
）
か
つ
期
間
が
２
年
以
内
】

⑥
第
四
次
産
業
革
命
ス
キ
ル
習
得
講
座
（
A
I、
Io
T
等
）
※
４

【
時
間
が
3
0
時
間
以
上
か
つ
期
間
が
2
年
以
内
】

⑦
専
門
職
大
学
・
専
門
職
短
期
大
学
・
専
門
職
学
科
の
課
程
※
５

【
専
門
職
大
学
・
学
科
：
4
年
、
専
門
職
短
期
大
学
・
学
科
：
３
年
以
内
】

次
の
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
教
育
訓
練
を
指
定
。

①
公
的
職
業
資
格
又
は
修
士
若
し
く
は
博
士
の
学
位
等
の
取
得
を

訓
練
目
標
と
す
る
も
の

②
①
に
準
じ
、
訓
練
目
標
が
明
確
で
あ
り
、
訓
練
効
果
の
客
観
的
な

測
定
が
可
能
な
も
の
（
民
間
職
業
資
格
の
取
得
を
訓
練
目
標
と
す

る
も
の
等
）

※
た
だ
し
、
趣
味
的
・
教
養
的
な
教
育
訓
練
、
入
門
的
・
基
礎
的
な
水
準

の
教
育
訓
練
、
職
業
能
力
を
評
価
す
る
も
の
と
し
て
社
会
一
般
に
認
知

さ
れ
て
い
な
い
免
許
資
格
・
検
定
に
係
る
教
育
訓
練
は
、
対
象
外
。

在
職
者
又
は
離
職
後
１
年
以
内
（
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
疾
病
、
負
傷
等
で
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
期
間
が
延
長
さ
れ
た
場
合
は
最
大
2
0
年
以
内
）
の
者

労
働
者
が
費
用
負
担
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
教
育
訓
練
を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
「
教
育
訓
練
給
付
」
と
し
て
雇
用
保
険
に
よ
り
支
援
。

教
育
訓
練
給
付
の
概
要

指
定
講
座
例

○
輸
送
・
機
械
運
転
関
係
（
大
型
自
動
車
、
建
設
機
械
運
転
等
）

○
医
療
・
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
関
係
（
介
護
職
員
初
任
者
研
修
等
）

○
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
関
係
（
社
会
保
険
労
務
士
、
税
理
士
等
）

○
情
報
関
係
（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
C
A
D
、
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
等
）

○
事
務
関
係
（
簿
記
、
英
語
検
定
等
）

○
営
業
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
関
係
（
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
等
）

○
技
術
関
係
（
建
築
施
工
管
理
技
士
検
定
、
電
気
主
任
技
術
者
等
）

○
製
造
関
係
（
技
能
検
定
等
）

○
そ
の
他
（
大
学
院
修
士
課
程
等
）

受
験
率
、
合
格
率
及
び
就
職
・
在
職
率
の
実
績
が
一
定
以
上

就
職
・
在
職
率
の
実
績
が
一
定
以
上

就
職
・
在
職
率
、
認
証
評
価
結
果
、
定
員
充
足
率
等
の
実
績
が
一
定
以
上

就
職
・
在
職
率
（
正
規
課
程
に
あ
っ
て
は
、
就
職
・
在
職
率
及
び
定
員
充
足
率
）
の
実
績
が
一
定
以
上

受
験
率
、
合
格
率
及
び
就
職
・
在
職
率
の
実
績
が
一
定
以
上

就
職
・
在
職
率
の
実
績
が
一
定
以
上

※
１
：平
成
2
8
年
４
月
か
ら
適
用

※
２
：平
成
2
8
年
1
0
月
か
ら
適
用

※
３
；平
成
2
9
年
1
0
月
か
ら
適
用

※
４
：平
成
3
0
年
４
月
か
ら
適
用

※
５
：平
成
3
1
年
４
月
か
ら
適
用

就
職
・
在
職
率
、
認
証
評
価
結
果
、
定
員
充
足
率
等
の
実
績
が
一
定
以
上

人
材
開
発
統
括
官

28



１
業
務
独
占
資
格
・名
称
独
占
資
格
の
取
得
を
訓
練
目
標
とす
る
養
成
施
設
の
課
程

［
訓

練
期

間
：

１
年

以
上

３
年

以
内

の
も

の
（

人
材

開
発

統
括

官
の

定
め

る
１

年
未

満
の

養
成

課
程

を
含

む
。）

］
目

標
資

格
の

受
験

率
：

80
%

以
上

合
格

率
：

全
国

平
均

以
上

就
職

・在
職

率
：

80
%

以
上

２
専
門
学
校
の
職
業
実
践
専
門
課
程

［
訓

練
期

間
：

２
年

の
も

の
］

就
職

・在
職

率
：

80
％

以
上

３
専
門
職
大
学
院

［
訓

練
期

間
：

２
年

以
内

（
資

格
取

得
に

つ
な

が
る

も
の

に
あ

って
は

、３
年

以
内

で
取

得
に

必
要

な
最

短
期

間
）

の
も

の
］

就
職

・在
職

率
：

80
%

以
上

（
法

科
大

学
院

に
つ

い
て

は
司

法
試

験
合

格
率

：
全

国
平

均
以

上
）

定
員

充
足

率
：

60
％

以
上

認
証

評
価

（
機

関
別

評
価

及
び

専
門

職
大

学
院

評
価

）
に

お
い

て
適

合
相

当

４
大
学
等
に
お
け
る
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

［
訓

練
期

間
：

正
規

課
程

･･
･１

年
以

上
２

年
以

内
の

も
の

、特
別

な
課

程
･･

･時
間

が
12

0時
間

以
上

、か
つ

期
間

が
２

年
以

内
の

も
の

］
就

職
・在

職
率

：
80

%
以

上
（

＋
大

学
院

に
お

け
る

正
規

課
程

に
あ

って
は

、定
員

充
足

率
：

60
％

以
上

）

５
一
定
レ
ベ
ル
以
上
の
情
報
通
信
技
術
に
関
す
る
資
格
取
得
を
目
標
とす
る
課
程

［
訓

練
時

間
が

12
0時

間
以

上
（

IT
SS

 レ
ベ

ル
４

相
当

以
上

の
も

の
に

限
り

30
 時

間
以

上
）

か
つ

訓
練

期
間

が
２

年
以

内
の

も
の

］

目
標

資
格

の
受

験
率

：
80

%
以

上
合

格
率

：
全

国
平

均
以

上
就

職
・在

職
率

：
80

%
以

上

６
第
四
次
産
業
革
命
ス
キ
ル
習
得
講
座

［
訓

練
時

間
が

30
時

間
以

上
か

つ
訓

練
期

間
が

２
年

以
内

の
も

の
］

就
職

・在
職

率
：

80
%

以
上

７
専
門
職
大
学
・専
門
職
短
期
大
学
・専
門
職
学
科
の
課
程
（
新
規
）

［
訓

練
期

間
：

専
門

職
大

学
・学

科
：

４
年

の
も

の
、専

門
職

短
期

大
学

・学
科

：
３

年
以

内
の

も
の

］
就

職
・在

職
率

：
80

%
以

上
定

員
充

足
率

：
60

％
以

上
認

証
評

価
（

機
関

別
評

価
及

び
分

野
別

評
価

）
に

お
い

て
適

合
相

当

「
施
行
後
３
年
後
見
直
し
」
を
踏
ま
え
た

専
門
実
践
教
育
訓
練
指
定
基
準
の
現
行
か
ら
の
変
更
点
の
全
体
像

○
管
理
栄
養
士
の
養
成
課
程

○
法
令
上
の
最
短
期
間
が
３
年
の
養
成
課
程

で
あ
っ
て
定
時
制
に
よ
り
４
年
課
程
と
し

て
開
講
す
る
も
の

○
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

の
う
ち
、
一
定
の
講
座
レ
ベ
ル
基
準
を
満
た

す
も
の
を
追
加

○
専
門
学
校
が
提
供
す
る
実
践
的
な
社
会
人

向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
文
部
科
学
大
臣

が
認
定
し
た
も
の
の
う
ち
、
一
定
の
講
座

レ
ベ
ル
基
準
を
満
た
す
も
の
を
追
加

そ
の
他
（
各
課
程
類
型
共
通
）

○
就
職
・
在
職
率
の
算
定
に
当
た
り
、

長
期
履
修
生
に
つ
い
て
は
分
母
計
上
の
対
象

外
と
す
る
。

○
専
門
実
践
教
育
訓
練
の
各
課
程
類
型
に
該
当

す
る
も
の
の
、
講
座
レ
ベ
ル
基
準
を
満
た
さ

な
い
講
座
で
、
一
般
教
育
訓
練
の
指
定
基
準

を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て
は
一
般
教
育
訓
練

の
指
定
対
象
と
す
る
こ
と
を
明
確
化
。

○
在
職
者
の
訓
練
前
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
義
務
化
や
給
付
制
度
上
の
訓

練
効
果
の
継
続
的
把
握
に
つ
い
て
、
検
討
。

取
組
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
結
果
を
再
指
定

に
反
映
（
※
一
部
、
他
の
課
程
類
型
に
も

適
用
。
）
。

告
示
改
正
①

告
示
改
正
②

告
示
改
正
③

告
示
改
正
④

統
括
官
定
め
改
正

統
括
官
定
め
改
正

運
用
等
見
直

し

第
８
回
労
働
政
策
審
議
会
人
材
開
発
分
科
会
（
平
成
３
０
年
７
月
３
０
日
開
催
）
資
料

人
材
開
発
統
括
官
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